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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のビットからなるチャネル品質情報（ＣＱＩ）制御情報を受信し、前記複数のビッ
トは、ＣＱＩ報告を要求するか否かを表すＣＱＩ報告要求を示すものであり、前記ＣＱＩ
報告が要求される場合は、前記複数のビットは、前記ＣＱＩ報告要求と、複数のコンポー
ネントキャリアのうち、前記ＣＱＩ報告を行うべき１つ以上のコンポーネントキャリアを
示すリソース指示とを合わせて示すものである、受信ステップと、
　前記ＣＱＩ報告が要求される場合は、前記リソース指示によって示される１つ以上のコ
ンポーネントキャリアのＣＱＩ報告を送信する送信ステップと、
　を含むＣＱＩ報告方法。
【請求項２】
　前記複数のビットは、２つのビットである、
　請求項１に記載のＣＱＩ報告方法。
【請求項３】
　前記ＣＱＩ制御情報は、前記２つのビットの組合せによって、前記ＣＱＩ報告要求及び
前記リソース指示を示す、
　請求項２に記載のＣＱＩ報告方法。
【請求項４】
　前記２つのビットの組合せは、前記ＣＱＩ報告は要求されないことを示す第１の組合せ
、及び、前記ＣＱＩ制御情報の送信に用いられたコンポーネントキャリアのＣＱＩ報告を
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要求することを示す第２の組合せを含む、
　請求項３に記載のＣＱＩ報告方法。
【請求項５】
　前記ＣＱＩ報告要求は、非周期的なＣＱＩ報告の要求を示すものである、
　請求項１から４のいずれかに記載のＣＱＩ報告方法。
【請求項６】
　前記ＣＱＩ報告の送信は、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で行われる、
　請求項１から５のいずれかに記載のＣＱＩ報告方法。
【請求項７】
　複数のビットからなるチャネル品質情報（ＣＱＩ）制御情報を受信し、前記複数のビッ
トは、ＣＱＩ報告を要求するか否かを表すＣＱＩ報告要求を示すものであり、前記ＣＱＩ
報告が要求される場合は、前記複数のビットは、前記ＣＱＩ報告要求と、複数のコンポー
ネントキャリアのうち、前記ＣＱＩ報告を行うべき１つ以上のコンポーネントキャリアを
示すリソース指示とを合わせて示すものである、受信部と、
　前記ＣＱＩ報告が要求される場合は、前記リソース指示によって示される１つ以上のコ
ンポーネントキャリアのＣＱＩ報告を送信する送信部と、
　を含む端末装置。
【請求項８】
　前記複数のビットは、２つのビットである、
　請求項７に記載の端末装置。
【請求項９】
　前記ＣＱＩ制御情報は、前記２つのビットの組合せによって、前記ＣＱＩ報告要求及び
前記リソース指示を示す、
　請求項８に記載の端末装置。
【請求項１０】
　前記２つのビットの組合せは、前記ＣＱＩ報告は要求されないことを示す第１の組合せ
、及び、前記ＣＱＩ制御情報の送信に用いられたコンポーネントキャリアのＣＱＩの報告
を要求することを示す第２の組合せを含む、
　請求項９に記載の端末装置。
【請求項１１】
　前記ＣＱＩ報告要求は、非周期的なＣＱＩ報告の要求を示すものである、
　請求項７から１０のいずれかに記載の端末装置。
【請求項１２】
　前記送信部は、前記ＣＱＩ報告を、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で送
信する、
　請求項７から１１のいずれかに記載の端末装置。
【請求項１３】
　複数のビットからなるチャネル品質情報（ＣＱＩ）制御情報を受信し、前記複数のビッ
トは、ＣＱＩ報告を要求するか否かを表すＣＱＩ報告要求を示すものであり、前記ＣＱＩ
報告が要求される場合は、前記複数のビットは、前記ＣＱＩ報告要求と、複数のコンポー
ネントキャリアのうち、前記ＣＱＩ報告を行うべき１つ以上のコンポーネントキャリアを
示すリソース指示とを合わせて示すものである、受信処理と、
　前記ＣＱＩ報告が要求される場合は、前記リソース指示によって示される１つ以上のコ
ンポーネントキャリアのＣＱＩ報告を送信する送信処理と、
　を制御する集積回路。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、チャネル品質情報（ＣＱＩ）報告方法、端末装置および集積回路に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
　ＷＣＤＭＡ無線アクセス技術をベースとする第３世代の移動通信システム（３Ｇ）は、
世界中で広範な規模で配備されつつある。この技術を機能強化あるいは発展・進化させる
うえでの最初のステップとして、高速下りリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）と、エ
ンハンスト上りリンク（高速上りリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）とも称する）と
が導入され、これにより、極めて競争力の高い無線アクセス技術が提供されている。
【０００３】
　ユーザからのますます増大する需要に対応し、新しい無線アクセス技術に対する競争力
を確保する目的で、３ＧＰＰは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）と称される新
しい移動通信システムを導入した。ＬＴＥは、今後１０年間にわたり、データおよびメデ
ィアの高速伝送ならびに大容量の音声サポートに要求されるキャリアを提供するように設
計されている。高いビットレートを提供する能力は、ＬＴＥにおける重要な方策である。
【０００４】
　ＬＴＥ（ロングタームエボリューション）に関する作業項目（ＷＩ）の仕様は、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ（Evolved UMTS Terrestrial Radio Access（ＵＴＲＡ）：進化したＵＭＴＳ地上
無線アクセス）およびＥ－ＵＴＲＡＮ（Evolved UMTS terrestrial Radio Access Networ
k：進化したＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク）と称され、最終的にリリース８（
ＬＴＥ）として公開される（ＬＴＥリリース８）。ＬＴＥシステムは、パケットベースの
効率的な無線アクセスおよび無線アクセスネットワークであり、ＩＰベースの機能を低待
ち時間および低コストにおいて完全に提供する。詳細なシステム要件は、文献に記載され
ている。ＬＴＥにおいては、与えられたスペクトルを使用してフレキシブルなシステム配
備を達成する目的で、複数の送信帯域幅（例えば、１．４ＭＨｚ、３．０ＭＨｚ、５．０
ＭＨｚ、１０．０ＭＨｚ、１５．０ＭＨｚ、および２０．０ＭＨｚ）が指定されている。
下りリンクには、ＯＦＤＭ（直交周波数分割多重）をベースとする無線アクセスが採用さ
れており、その理由として、そのような無線アクセスは、シンボルレートが低いため本質
的にマルチパス干渉（ＭＰＩ）を受けにくいこと、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）
を使用していること、さまざまな送信帯域幅の構成に対応可能であること、が挙げられる
。上りリンクには、ＳＣ－ＦＤＭＡ（シングルキャリア周波数分割多元接続）をベースと
する無線アクセスが採用されており、なぜなら、ユーザ機器（ＵＥ）の送信出力が限られ
ていることを考えれば、ピークデータレートを向上させるよりも広いカバレッジエリアを
提供することが優先されるためである。ＬＴＥ（リリース８）では、数多くの主要なパケ
ット無線アクセス技術（例えば、ＭＩＭＯ（多入力多出力）チャネル伝送技術）が採用さ
れており、効率の高い制御シグナリング構造が達成されている。
【０００５】
　ＬＴＥアーキテクチャ
　図１は、ＬＴＥの全体的なアーキテクチャを示しており、図２は、Ｅ－ＵＴＲＡＮのア
ーキテクチャをさらに詳しく示している。Ｅ－ＵＴＲＡＮは、基地局装置から構成されて
おり、基地局装置は、ユーザ機器（ＵＥ）に向かうＥ－ＵＴＲＡのユーザプレーン（ＰＤ
ＣＰ／ＲＬＣ／ＭＡＣ／ＰＨＹ）および制御プレーン（ＲＲＣ）のプロトコルを終端させ
る。基地局装置（ｅＮｏｄｅ　Ｂ／ｅＮＢ）は、物理層（ＰＨＹ）、メディアアクセス制
御（ＭＡＣ）層、無線リンク制御（ＲＬＣ）層、およびパケットデータ制御プロトコル（
ＰＤＣＰ）層（ユーザプレーンのヘッダ圧縮および暗号化の機能を含んでいる）をホスト
する。基地局装置は、制御プレーンに対応する無線リソース制御（ＲＲＣ）機能も提供す
る。基地局装置は、無線リソース管理、アドミッション制御、スケジューリング、交渉さ
れた上りリンクＱｏＳ（サービス品質）の実施、セル情報のブロードキャスト、ユーザプ
レーンデータおよび制御プレーンデータの暗号化／復号化、下りリンク／上りリンクのユ
ーザプレーンパケットヘッダの圧縮／復元など、多くの機能を実行する。基地局装置は、
Ｘ２インタフェースによって互いに接続されている。
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【０００６】
　さらに、基地局装置は、Ｓ１インタフェースによってＥＰＣ（Evolved Packet Core：
進化したパケットコア）に接続されており、より具体的には、Ｓ１－ＭＭＥによってＭＭ
Ｅ（Mobility Management Entity：移動管理エンティティ）に接続されており、Ｓ１－Ｕ
によってサービングゲートウェイ（ＳＧＷ：Serving Gateway）に接続されている。Ｓ１
インタフェースは、ＭＭＥ／サービングゲートウェイと基地局装置との間の多対多関係を
サポートする。サービングゲートウェイは、ユーザデータパケットのルーティングおよび
転送を行う一方で、基地局装置間のハンドオーバー時にユーザプレーンのモビリティアン
カー（mobility anchor）としての役割と、ＬＴＥとそれ以外の３ＧＰＰ技術との間のモ
ビリティのためのアンカーとしての役割も果たす（Ｓ４インタフェースを終端させ、２Ｇ
／３Ｇシステムとパケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ　ＧＷ）との間でト
ラフィックを中継する）。サービングゲートウェイは、アイドル状態のユーザ機器に対し
ては、そのユーザ機器への下りリンクデータが到着したとき下りリンク（ＤＬ）データ経
路を終端させ、ページングをトリガーする。サービングゲートウェイは、ユーザ機器のコ
ンテキスト（例えば、ＩＰベアラサービスのパラメータ、ネットワーク内部ルーティング
情報）を管理および格納する。さらに、サービングゲートウェイは、合法傍受（lawful i
nterception）の場合にユーザトラフィックの複製を実行する。
【０００７】
　ＭＭＥは、ＬＴＥのアクセスネットワークの主要な制御ノードである。ＭＭＥは、アイ
ドルモードのユーザ機器の追跡およびページング手順（再送信を含む）の役割を担う。Ｍ
ＭＥは、ベアラの有効化／無効化プロセスに関与し、さらには、最初のアタッチ時と、コ
アネットワーク（ＣＮ）ノードの再配置を伴うＬＴＥ内ハンドオーバー時とに、ユーザ機
器のサービングゲートウェイを選択する役割も担う。ＭＭＥは、（ＨＳＳと対話すること
によって）ユーザを認証する役割を担う。非アクセス層（ＮＡＳ：Non-Access Stratum）
シグナリングはＭＭＥにおいて終端され、ＭＭＥは、一時的なＩＤを生成してユーザ機器
に割り当てる役割も担う。ＭＭＥは、サービスプロバイダの公衆陸上移動網（ＰＬＭＮ：
Public Land Mobile Network）に入るためのユーザ機器の認証を確認し、ユーザ機器のロ
ーミング制限を実施する。ＭＭＥは、ＮＡＳシグナリングの暗号化／完全性保護において
ネットワーク内の終端点であり、セキュリティキーの管理を行う。シグナリングの合法傍
受も、ＭＭＥによってサポートされる。さらに、ＭＭＥは、ＬＴＥのアクセスネットワー
クと２Ｇ／３Ｇのアクセスネットワークとの間のモビリティのための制御プレーン機能を
提供し、ＳＧＳＮからのＳ３インタフェースを終端させる。さらに、ＭＭＥは、ローミン
グするユーザ機器のためのホームＨＳＳに向かうＳ６ａインタフェースを終端させる。
【０００８】
　ＬＴＥ（リリース８）におけるチャネル品質報告
　マルチユーザ通信システムでは、１人または複数のユーザのチャネルリソースの品質を
調べるためにチャネル品質情報が使用される。この情報は、基地局装置（または他の無線
アクセス要素（例：中継ノード））のマルチユーザスケジューラアルゴリズムにおいて、
複数の異なるユーザにチャネルリソースを割り当てるとき、あるいは、割り当てられたチ
ャネルリソースを最大限に利用できるようにリンクパラメータ（例：変調方式、符号化率
、送信電力）を適合化するときに、これらの処理を支援する目的で使用することができる
。
【０００９】
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【００１０】
　チャネル品質フィードバックの要素
　３ＧＰＰ　ＬＴＥにおいては、チャネル品質のフィードバックとして使用することので
きる３種類の基本要素が存在する。
－　変調・符号化方式インジケータ（ＭＣＳＩ）（３ＧＰＰ　ＬＴＥ仕様ではチャネル品
質インジケータ（ＣＱＩ）とも称される）
－　プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）
－　ランクインジケータ（ＲＩ）
【００１１】
　ＭＣＳＩは、報告側のユーザ機器への下りリンク送信に使用するべき変調・符号化方式
を提案するのに対して、ＰＭＩは、想定される送信行列階数、またはＲＩによって与えら
れる送信行列の階数を使用するマルチアンテナ送信（ＭＩＭＯ）に使用するべきプリコー
ディング行列／ベクトルを示す。チャネル品質の報告および送信メカニズムの詳細は、非
特許文献２（第５．２節）および非特許文献３（第７．２節）（いずれもhttp://www.3gp
p.orgにおいて入手可能であり、参照によって本文書に組み込まれている）に記載されて
いる。
【００１２】
　これらの要素すべては、本明細書では、チャネル品質フィードバックという用語によっ
て統一的に表している。したがって、チャネル品質フィードバックは、ＭＳＣＩ値、ＰＭ
Ｉ値、ＲＩ値の任意の組合せ、あるいはこれらの複数の値を含んでいることができる。さ
らには、チャネル品質フィードバックの報告は、チャネル共分散行列や要素などのメトリ
ック（metrics）、チャネル係数、あるいは当業者に明らかであるその他の適切なメトリ
ックを含んでいる、またはこのようなメトリックから構成することができる。
【００１３】
　チャネル品質フィードバックのトリガーおよび送信
　３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）においては、下りリンクチャネル品質に関するチャネ
ル品質フィードバックを送るようにユーザ機器をトリガーする方法として、複数の異なる
方法が定義されている。周期的なＣＱＩ報告（非特許文献３（第７．２．２節）を参照）
に加えて、第１層／第２層制御シグナリングを使用して、いわゆる非周期的ＣＱＩ報告（
非特許文献３（第７．２．１節）を参照）を送信するようにユーザ機器に要求することも
可能である。この第１層／第２層制御シグナリングは、ランダムアクセス手順でも使用す
ることができる（非特許文献３（第６節）（参照によって本文書に組み込まれている）を
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参照）。いずれの場合も、基地局装置／中継ノードからの制御メッセージに、特殊なＣＱ
Ｉ要求フィールド／ビット／フラグが含まれる。
【００１４】
　上りリンク割当てに関する情報を伝える第１層／第２層制御シグナリングは、ＵＬ－Ｄ
ＣＩ（上りリンク個別制御情報）とも称される。図４は、非特許文献２（第５．３．３．
１．１節）に定義されている、上りリンクＤＣＩを伝える役割を果たすＤＣＩフォーマッ
ト０（ＦＤＤ動作用）の例を示している（図４には、簡潔さのためＤＣＩフォーマット０
のＣＲＣフィールドを示していない）。ＣＱＩ要求フラグには、受信者が、割り当てられ
た上りリンクリソースの中でＣＱＩを送信するべきであるか否かの情報が含まれる。ユー
ザは、このようなトリガーを受信すると、割り当てられた物理上りリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）リソースで、一般的には上りリンクデータと一緒に、フィードバックを送信
する（詳細な手順は、非特許文献３（第７．２節）に記載されている）。
【００１５】
　ＬＴＥのさらなる進化：ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ　（ＬＴＥ－Ａ）
　２００８年１１月の世界無線通信会議２００７（ＷＲＣ－０７）において、ＩＭＴ－Ａ
ｄｖａｎｃｅｄの周波数スペクトルが決定された。ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄのための全
体的な周波数スペクトルは決定されたが、実際に利用可能な周波数帯域幅は、地域または
国によって異なる。しかしながら、利用可能な周波数スペクトルのアウトラインの決定に
続いて、３ＧＰＰ（第３世代パートナーシッププロジェクト）において無線インタフェー
スの標準化が開始された。３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　＃３９会合では、「Further Adva
ncements for E-UTRA（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）」に関する検討項目の記述が承認さ
れた（「リリース１０」とも称される）。この検討項目は、Ｅ－ＵＴＲＡを進化・発展さ
せるうえで（例えば、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄの要求条件を満たすために）考慮すべき
技術要素をカバーしている。以下では、ＬＴＥ－Ａに関連して現在検討されている２つの
主要な技術要素について説明する。
【００１６】
　ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）では、全体的なシステム帯域幅を拡張する目的でキャリア
アグリゲーションを使用し、この場合、より広い送信帯域幅（例えば、最大１００ＭＨｚ
）およびスペクトルアグリゲーションをサポートするため、２つ以上のコンポーネントキ
ャリアがアグリゲートされる。一般には、１つのコンポーネントキャリアの帯域幅は２０
ＭＨｚを越えないものと想定する。
【００１７】
　端末は、以下のように自身の能力に応じて、１つまたは複数のコンポーネントキャリア
を同時に受信する、送信する、またはその両方を行うことができる。
－　キャリアアグリゲーションのための受信能力もしくは送信能力またはその両方を備え
た、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（リリース１０）互換の移動端末は、複数のコンポーネン
トキャリア上で同時に受信する、もしくは送信する、またはその両方を行うことができる
。コンポーネントキャリアあたり１個のトランスポートブロック（空間多重化が行われな
いとき）および１つのＨＡＲＱエンティティが存在する。
－　ＬＴＥ（リリース８）互換の移動端末は、コンポーネントキャリアの構造がリリース
８の仕様に従う場合、１つのみのコンポーネントキャリア上で受信および送信を行うこと
ができる。
【００１８】
　少なくとも、アグリゲートされるコンポーネントキャリアの数が上りリンクと下りリン
クとで同じであるとき、すべてのコンポーネントキャリアを、ＬＴＥ（リリース８）互換
として構成することも想定される。ただし、ＬＴＥ－Ａのコンポーネントキャリアを非後
方互換として構成することが除外されるものではない。
【００１９】
　ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）におけるチャネル品質フィードバック
　ＬＴＥ（リリース８）では、定義されるコンポーネントキャリアが１つのみであるため
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、ユーザ機器側において、システム帯域幅のどの部分についてＣＱＩ報告を行うべきかに
関して曖昧さは存在しない。どのようにＣＱＩフィードバックを基地局装置に提供するか
は、ＣＱＩ要求フラグ（および現在の送信モード）によって、ユーザ機器に明確に示され
る。
【００２０】
　ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）では、キャリアアグリゲーションが導入されており、ＬＴ
Ｅ（リリース８）のＣＱＩ報告手順をそのまま使用するものと想定すると、ユーザ機器は
ＣＱＩ報告を複数の異なる意味に解釈しうる。図５に示したように、一般的には、基地局
装置または中継ノードからユーザ機器に送信される、上りリンク送信用ＵＬ－ＤＣＩ（Ｃ
ＱＩ要求が含まれている）は、１つの下りリンクコンポーネントキャリアの中に配置され
るものと想定することができる。ユーザ機器においてＣＱＩ要求を処理するときの単純な
規則として、ユーザ機器がＣＱＩを送信するようにＵＬ－ＤＣＩによって要求されるとき
、この要求は、対応するＵＬ－ＤＣＩが送信された下りリンクコンポーネントキャリアに
適用される。すなわち、ユーザ機器は、下りリンクコンポーネントキャリアのうち、ＣＱ
Ｉ報告を要求しているＵＬ－ＤＣＩが含まれているコンポーネントキャリアのみについて
、与えられた上りリンク送信において非周期的ＣＱＩフィードバックを送る。
【００２１】
　図６は、ＣＱＩ要求を含んでいるＵＬ－ＤＣＩの別の処理方法を示している。ＵＬ－Ｄ
ＣＩがユーザ機器によるＣＱＩの送信を要求しているとき、ユーザ機器は、自身への下り
リンク送信に利用可能なすべての下りリンクコンポーネントキャリアについて、この要求
を適用する。
【００２２】
　複数のコンポーネントキャリアにおける下りリンク送信が行われ得るとき、効率的なス
ケジューリングおよびリンクアダプテーションは、正確かつ最新のＣＱＩが利用できるか
に依存する。しかしながら、制御シグナリングのリソースおよびＣＱＩ送信のリソースを
効率的に使用するためには、どのコンポーネントキャリアについて（ネットワーク側から
）ＣＱＩを要求して（端末側から）送信させるかを、制御できるべきである。
【００２３】
　図５に関連して上述した最初の解決策によると、複数のコンポーネントキャリアのＣＱ
Ｉを要求するためには、ＣＱＩを要求する対象のコンポーネントキャリアの数と、送信す
る必要のあるＵＬ－ＤＣＩメッセージの数とが等しい。言い換えれば、５個のコンポーネ
ントキャリアのＣＱＩを要求するためには、ただ１つのコンポーネントキャリアのＣＱＩ
を要求する場合よりも５倍のＵＬ－ＤＣＩメッセージを送信する必要がある。したがって
、この解決策は、下りリンクの制御オーバーヘッドの観点において、さほど効率的ではな
い。図６に示した２番目の解決策によると、１つの上りリンクＤＣＩメッセージによって
、すべてのコンポーネントキャリアのＣＱＩが要求される。したがって、下りリンクの制
御オーバーヘッドは非常に小さい。しかしながら、結果としての上りリンク送信では、す
べてのコンポーネントキャリアのＣＱＩを送信するため、つねに大量のリソースが必要で
あり、たとえネットワークが、その時点では選択される１つのコンポーネントキャリアの
ＣＱＩのみで十分であることを認識していても、この状況は変わらない。したがって、こ
の解決策は、上りリンクリソースの使用の観点において効率的ではなく、要求されるコン
ポーネントキャリアのＣＱＩの数についても柔軟性がまったくない。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００２４】
【非特許文献１】3GPP TS 36.211 , "Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-
UTRA); Physical Channels and Modulation (Release 8)", version 8.7.0, section 6.2
【非特許文献２】3GPP TS 36.212, "Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-U
TRA); Multiplexing and channel coding (Release 8)", version 8.7.0
【非特許文献３】3GPP TS 36.213, "Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-U
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TRA); Physical layer procedures (Release 8)", version 8.7.0
【非特許文献４】3GPP TS 36.321 , "Medium Access Control (MAC) protocol specifica
tion", version 8.5.0
【非特許文献５】St. Sesia, I. Toufik, M. Backer, "LTE The UMTS Long Term Evoluti
on", Wiley and Sons Ltd., 2009 (ISBN: 978-0-470-69716-0)
【発明の概要】
【００２５】
　本発明の１つの目的は、移動端末からのチャネル品質フィードバックをトリガーするメ
カニズムであって、報告するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアを選択す
るための下りリンク制御シグナリングのオーバーヘッドが最小であるメカニズム、を提案
することである。
【００２６】
　本発明のＣＱＩ報告方法は、複数のビットからなるチャネル品質情報（ＣＱＩ）制御情
報を受信し、前記複数のビットは、ＣＱＩ報告を要求するか否かを表すＣＱＩ報告要求を
示すものであり、前記ＣＱＩ報告が要求される場合は、前記複数のビットは、さらに、複
数のコンポーネントキャリアのうち、前記ＣＱＩ報告を行うべき１つ以上のコンポーネン
トキャリアを示すリソース指示を示すものである、受信ステップと、前記ＣＱＩ報告が要
求される場合は、前記リソース指示によって示される１つ以上のコンポーネントキャリア
のＣＱＩ報告を送信する送信ステップと、を含む。
【００２７】
　本発明の端末装置は、複数のビットからなるチャネル品質情報（ＣＱＩ）制御情報を受
信し、前記複数のビットは、ＣＱＩ報告を要求するか否かを表すＣＱＩ報告要求を示すも
のであり、前記ＣＱＩ報告が要求される場合は、前記複数のビットは、さらに、複数のコ
ンポーネントキャリアのうち、前記ＣＱＩ報告を行うべき１つ以上のコンポーネントキャ
リアを示すリソース指示を示すものである、受信部と、前記ＣＱＩ報告が要求される場合
は、前記リソース指示によって示される１つ以上のコンポーネントキャリアのＣＱＩ報告
を送信する送信部と、を含む。
【００２８】
　本発明の集積回路は、複数のビットからなるチャネル品質情報（ＣＱＩ）制御情報を受
信し、前記複数のビットは、ＣＱＩ報告を要求するか否かを表すＣＱＩ報告要求を示すも
のであり、前記ＣＱＩ報告が要求される場合は、前記複数のビットは、さらに、複数のコ
ンポーネントキャリアのうち、前記ＣＱＩ報告を行うべき１つ以上のコンポーネントキャ
リアを示すリソース指示を示すものである、受信処理と、前記ＣＱＩ報告が要求される場
合は、前記リソース指示によって示される１つ以上のコンポーネントキャリアのＣＱＩ報
告を送信する送信処理と、を制御する。
【００３０】
　本発明の一実施形態は、端末（例えば移動端末またはユーザ機器）が経験する下りリン
クチャネル品質（チャネル品質フィードバック）を、通信システムの複数のコンポーネン
トキャリアのうち、端末への下りリンク送信に利用可能な少なくとも１つのコンポーネン
トキャリア、のチャネル品質情報によって、報告する方法、を提供する。この例示的な方
法によると、端末は、所定のフォーマットを有する個別制御情報を受信する。この個別制
御情報は、端末によるチャネル品質報告を要求するＣＱＩ要求フラグ（第１の制御情報フ
ィールド）と、少なくとも１つのビットからなる、少なくとも１つのさらなる第２の制御
情報フィールドと、を備えている。本発明のこの実施形態によると、ＣＱＩ要求フラグが
セットされている場合、端末は、第２の制御情報フィールドの少なくとも１つのビットを
、端末への下りリンク送信に利用可能なコンポーネントキャリアのうち、端末がチャネル
品質情報を報告するべき１つまたは複数のコンポーネントキャリア、を示すＣＱＩ制御情
報、として解釈し、示されたコンポーネントキャリアそれぞれのチャネル品質情報を送信
する。したがって、この例示的な実施形態においては、個別制御情報の１つまたは複数の
制御情報フィールドは、ＣＱＩ制御情報を伝えることができる。
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【００３１】
　さらなる例示的な一実施形態においては、端末は、ＣＱＩ要求フラグがセットされてい
ない場合、少なくとも１つの第２の制御情報フィールドを、個別制御チャネル情報の所定
のフォーマットのデフォルトの仕様に従って解釈する。
【００３２】
　本発明の代替実施形態においては、ＣＱＩ要求フラグのステータスは、個別制御情報の
中の残りのフィールドの解釈に影響しない。本発明のこの例示的な代替実施形態において
は、第２の制御情報フィールドの少なくとも１つのビットとＣＱＩ要求フラグとの組合せ
は、端末への下りリンク送信に利用可能なコンポーネントキャリアのうち、端末がチャネ
ル品質情報を報告するべき１つまたは複数のコンポーネントキャリア、を示すＣＱＩ制御
情報として、無条件に解釈される。
【００３３】
　本発明は、一般的には、３ＧＰＰベースの通信システム、特に、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リ
リース１０）システムにおいて、使用することができる。例えば、一実施例においては、
所定のフォーマットの個別制御情報は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）に定義されてい
るＤＣＩフォーマット０の個別制御情報である。
【００３４】
　個別制御情報は、例えば、通信システムの複数のコンポーネントキャリアのうちの１つ
のコンポーネントキャリアを介して受信することができる。さらなる例示的な一実施形態
においては、端末は、個別制御情報の中のＣＱＩ要求フラグがセットされている場合、少
なくとも、個別制御情報が受信されたコンポーネントキャリア、のチャネル品質情報を送
信する。より具体的な例においては、ＣＱＩ制御情報として解釈される、第２の制御情報
フィールドの少なくとも１つのビットは、複数のコンポーネントキャリアのうち、個別制
御情報が受信されたコンポーネントキャリア以外の、少なくとも１つのさらなるコンポー
ネントキャリア、を示す。
【００３５】
　個別制御情報の所定のフォーマットのどのフィールドを、ＣＱＩ制御情報を示す目的に
使用するかに関して、さまざまな方法が存在する。本発明の実施形態においては、ＣＱＩ
制御情報として解釈される、少なくとも１つの第２の制御情報フィールドの少なくとも１
つのビットは、以下のうちの１つ、または組合せである。
－　端末が上りリンクリソースホッピングを採用するべきであるか否かを示す目的で、個
別制御チャネル情報の所定のフォーマットに定義されているホッピングフラグ、
－　個別制御情報のサイズを所定のビット数に合わせる目的で、個別制御チャネル情報の
所定のフォーマットに定義されている少なくとも１つのパディングビット、
－　端末にリソースを割り当てる目的で、個別制御チャネル情報の所定のフォーマットに
定義されているリソース割当てフィールド、の少なくとも１つのビット、
－　少なくとも部分的に重なる上りリンクリソースで上りリンク送信を行うために端末と
別の端末との間のサイクリックシフトを設定する目的で、個別制御チャネル情報の所定の
フォーマットに定義されているＤＭＲＳフィールド、の少なくとも１つのビット、
－　個別制御情報が有効である対象の１つまたは複数のコンポーネントキャリアを端末に
示す目的で、個別制御チャネル情報の所定のフォーマットに定義されている上りリンクキ
ャリアインジケータフィールド、の少なくとも１つのビット。
【００３６】
　本発明の例示的な一実施形態においては、個別制御情報は、以下から構成される。
－　個別制御情報が有効である対象のコンポーネントキャリアを端末に示す目的で、個別
制御チャネル情報の所定のフォーマットに定義されている上りリンクキャリアインジケー
タフィールド、
－　同じビット数／サイズを有する、個別制御情報の異なるフォーマット、を区別するた
めのフォーマットフラグであって、０に設定されている、フォーマットフラグ、
－　端末が上りリンクリソースホッピングを採用するべきであるか否かを示すホッピング
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フラグ、
－　上りリンクコンポーネントキャリアの上りリンクリソースを端末に割り当てるリソー
スブロック割当てフィールド、
－　上りリンクコンポーネントキャリア上の割り当てられたリソースで送信するための、
変調方式、符号化率、および冗長バージョンを示す、変調・符号化方式フィールド、
－　端末が新しいデータを送るべきか再送信を送るべきかを示す新規データインジケータ
、
－　基準シンボル列に適用されるサイクリックシフトを設定するＤＭＲＳフィールド、
－　ＣＱＩ要求フラグ、および、
－　オプションとして、個別制御情報のサイズを所定のビット数に合わせるための１つま
たは複数のパディングビット。
【００３７】
　なお、例示的な一実施例においては、個別制御情報のフィールドは、上記の順序で提供
されることに留意されたい。別の実施例においては、ＣＱＩ要求フラグが、上りリンクキ
ャリアインジケータフィールド、フォーマットフラグ、またはホッピングフラグの後ろに
位置する、または、可変パラメータ（例えばシステム帯域幅や、個別制御情報の中のフィ
ールドの数）に依存しない任意の位置にあり、それ以外は、フィールドの順序は上記のと
おりである。
【００３８】
　本発明の別の実施形態においては、ＣＱＩ制御情報が、少なくとも、チャネル品質フィ
ードバックの第１のオプション（端末が１つの利用可能なコンポーネントキャリアのチャ
ネル品質フィードバックを提供する）と、チャネル品質フィードバックの第２のオプショ
ン（端末がすべての利用可能なコンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを
提供する）、を示す。したがって、例示的な実施例においては、端末によってＣＱＩ制御
情報として解釈される少なくとも１つの第２の制御情報フィールドの少なくとも１つのビ
ットの第１の値は、複数のコンポーネントキャリアのうちの１つの利用可能な下りリンク
コンポーネントキャリアのチャネル品質情報を提供するように端末に要求し、端末によっ
てＣＱＩ制御情報として解釈される少なくとも１つの第２の制御情報フィールドの少なく
とも１つのビットの第２の値は、複数のコンポーネントキャリアのうち、端末への下りリ
ンク送信に利用可能なすべての下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル品質インデ
ックスを提供するように端末に要求する。
【００３９】
　本発明のさらなる一実施形態においては、個別制御情報の第２の制御情報フィールドが
キャリアインジケータフィールドであり、このキャリアインジケータフィールドは、ＣＱ
Ｉ要求フラグがセットされている場合、ＣＱＩ制御情報を示し、オプションとして、個別
制御情報によって上りリンクリソースが割り当てられる対象の上りリンクコンポーネント
キャリア、をさらに示すことができる。前述したように、ＣＱＩ制御情報は、端末への下
りリンク送信に利用可能なコンポーネントキャリアのうち、端末がチャネル品質情報を報
告するべき１つまたは複数のコンポーネントキャリア、を示す。
【００４０】
　この実施形態のバリエーションにおいては、キャリアインジケータフィールドにおいて
シグナリングすることのできる値の第１のサブセットは、端末によって個別制御情報が受
信された下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル品質情報を端末が報告するべきで
あることを示し、キャリアインジケータフィールドにおいてシグナリングすることのでき
る値の第２のサブセットは、複数のコンポーネントキャリアのうち、個別制御情報を受信
した時点において端末への下りリンク送信に利用可能なすべての下りリンクコンポーネン
トキャリア、のチャネル品質情報を、端末が報告するべきであることを示す。
【００４１】
　この実施形態のさらなるバリエーションにおいては、キャリアインジケータフィールド
においてシグナリングすることのできる値の第３のサブセットが存在し、この第３のサブ
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セットは、半静的な設定による少なくとも１つの下りリンクコンポーネントキャリア、の
チャネル品質情報を端末が報告するべきであることを示す。この半静的な設定は、例えば
、ＲＲＣシグナリングによって設定することができる。
【００４２】
　この実施形態の別のバリエーションにおいては、キャリアインジケータフィールドは、
上りリンクコンポーネントキャリアが、個別制御情報が受信された下りリンクコンポーネ
ントキャリアにリンクされている上りリンクコンポーネントキャリアであることを示し、
さらに、１つまたはすべての下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル品質情報を報
告するように端末に示す。リンクされている上りリンクコンポーネントキャリアと対応す
る下りリンクコンポーネントキャリアとの間のこの「リンク」は、例えばあらかじめ設定
しておくことができる。
【００４３】
　本発明の別の実施形態においては、キャリアインジケータフィールドにおいてシグナリ
ングすることのできる値は、個別制御情報によって上りリンクリソースが割り当てられる
対象のそれぞれの上りリンクコンポーネントキャリア、をさらに示す。
【００４４】
　さらには、個別制御情報は、さまざまなメッセージおよびチャネルを使用して端末に提
供することができる。例示的な一実施形態においては、個別制御情報は、物理下りリンク
制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を介して端末によって受信される。本発明の別の例示的な実
施形態においては、個別制御情報は、非コンテンションベースのランダムアクセスにおけ
るランダムアクセス応答グラントメッセージに含まれている。
【００４５】
　上述した第２の態様によると、本発明は、通信システムの複数のコンポーネントキャリ
アのうち、端末への下りリンク送信に利用可能な少なくとも１つのコンポーネントキャリ
アについて、端末が経験する下りリンクチャネル品質を、チャネル品質情報によって報告
する（チャネル品質フィードバック）別の方法を、さらに提供する。この方法においては
、端末は、所定のフォーマットを有する個別制御情報を受信し、個別制御情報は、端末に
よるチャネル品質報告を要求するＣＱＩ要求フラグを備えている。この例示的な実施形態
においては、ＣＱＩ要求フラグがセットされている場合、端末は、端末において個別制御
情報が受信された時間リソースおよび周波数リソースの少なくとも一方、もしくは、個別
制御情報のトランスポートフォーマット、またはその両方を、端末への下りリンク送信に
利用可能なコンポーネントキャリアのうち、端末がチャネル品質情報を報告するべき１つ
または複数のコンポーネントキャリア、を示すＣＱＩ制御情報、として解釈し、示された
コンポーネントキャリアそれぞれのチャネル品質情報を送信する。
【００４６】
　なお、この解決策は、ＣＱＩ要求フラグのステータスが個別制御情報の内容の解釈に影
響しない状況にも適用できることに留意されたい。例えば、別の実施形態においては、移
動端末は、個別制御情報を所定のフォーマットに従って解釈し、端末において個別制御情
報が受信された時間リソースおよび周波数リソースの少なくとも一方、もしくは、個別制
御情報のトランスポートフォーマット、またはその両方を、端末への下りリンク送信に利
用可能なコンポーネントキャリアのうち、端末がチャネル品質情報を報告するべき１つま
たは複数のコンポーネントキャリア、を示すＣＱＩ制御情報、として解釈し、示されたコ
ンポーネントキャリアそれぞれのチャネル品質情報を送信する。
【００４７】
　上述した本発明の第２の態様に基づく、本発明の別の実施形態においては、個別制御情
報は、少なくとも１つのビットからなる、少なくとも１つのさらなる第２の制御情報フィ
ールドを備えており、解釈するステップにおいて、
－　少なくとも１つのさらなる第２の制御情報フィールドの少なくとも１つのビットと、
－　端末において個別制御情報が受信された時間リソースおよび周波数リソースの少なく
とも一方、もしくは、個別制御情報のトランスポートフォーマット、またはその両方、
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が、端末への下りリンク送信に利用可能なコンポーネントキャリアのうち、端末がチャネ
ル品質情報を報告するべき１つまたは複数のコンポーネントキャリア、を示すＣＱＩ制御
情報、として解釈される。したがって、上述した本発明の２つの態様に基づく、本発明の
異なる実施形態を、容易に組み合わせることができる。
【００４８】
　別の実施形態による本発明は、端末が経験する下りリンクチャネル品質を、通信システ
ムの複数のコンポーネントキャリアのうち、移動端末への下りリンク送信に利用可能な少
なくとも１つのコンポーネントキャリア、のチャネル品質情報によって、報告する移動端
末、をさらに提供する。この移動端末は、所定のフォーマットを有する個別制御情報を受
信する受信器、を備えている。個別制御情報は、端末によるチャネル品質報告を要求する
ＣＱＩ要求フラグと、少なくとも１つのビットからなる、少なくとも１つのさらなる第２
の制御情報フィールドと、を備えている。
【００４９】
　さらには、移動端末は、処理ユニットであって、ＣＱＩ要求フラグがセットされている
場合、第２の制御情報フィールドの少なくとも１つのビットを、端末への下りリンク送信
に利用可能なコンポーネントキャリアのうち、端末がチャネル品質情報を報告するべき１
つまたは複数のコンポーネントキャリア、を示すＣＱＩ制御情報、として解釈する、処理
ユニットと、示されたコンポーネントキャリアそれぞれのチャネル品質情報を送信する送
信器と、をさらに備えている。
【００５０】
　本発明の別の代替実施形態は、移動端末であって、端末が経験する下りリンクチャネル
品質を、通信システムの複数のコンポーネントキャリアのうち、移動端末への下りリンク
送信に利用可能な少なくとも１つのコンポーネントキャリア、のチャネル品質情報によっ
て報告する、移動端末、に関する。この移動端末は、所定のフォーマットを有する個別制
御情報を受信する受信器であって、個別制御情報が、端末によるチャネル品質報告を要求
するＣＱＩ要求フラグを備えている、受信器と、処理ユニットであって、ＣＱＩ要求フラ
グがセットされている場合、端末において個別制御情報が受信された時間リソースおよび
周波数リソースの少なくとも一方、もしくは、個別制御情報のトランスポートフォーマッ
ト、またはその両方を、端末への下りリンク送信に利用可能なコンポーネントキャリアの
うち、端末がチャネル品質情報を報告するべき１つまたは複数のコンポーネントキャリア
、を示すＣＱＩ制御情報、として解釈する、処理ユニットと、示されたコンポーネントキ
ャリアそれぞれのチャネル品質情報を送信する送信器と、を備えている。
【００５１】
　本発明の別の実施形態による移動端末は、本明細書に記載されている本発明のさまざま
な実施形態および態様のうちの１つによる、端末における方法であって、端末が経験する
りリンクチャネル品質を報告する方法、のステップを実行するように、（例えばそれぞれ
の機能ユニットまたは機能手段を備えていることによって）さらに構成されている。
【００５２】
　さらには、別の実施形態によると、本発明は、命令を格納しているコンピュータ可読媒
体であって、命令が端末のプロセッサによって実行されたとき、それに起因して、端末が
、所定のフォーマットを有する個別制御情報を受信するステップであって、個別制御情報
が、端末によるチャネル品質報告を要求するＣＱＩ要求フラグと、少なくとも１つのビッ
トからなる、少なくとも１つのさらなる第２の制御情報フィールドと、を備えている、ス
テップと、ＣＱＩ要求フラグがセットされている場合、第２の制御情報フィールドの少な
くとも１つのビットを、端末への下りリンク送信に利用可能なコンポーネントキャリアの
うち、端末がチャネル品質情報を報告するべき１つまたは複数のコンポーネントキャリア
、を示すＣＱＩ制御情報、として解釈するステップと、示されたコンポーネントキャリア
それぞれのチャネル品質情報を送信するステップと、によって、端末が経験する下りリン
クチャネル品質を、通信システムの複数のコンポーネントキャリアのうち、端末への下り
リンク送信に利用可能な少なくとも１つのコンポーネントキャリア、のチャネル品質情報
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によって、報告する、コンピュータ可読媒体、をさらに提供する。
【００５３】
　命令を格納しているコンピュータ可読媒体であって、命令が端末のプロセッサによって
実行されたとき、それに起因して、端末が、所定のフォーマットを有する個別制御情報を
端末によって受信するステップであって、個別制御情報が、端末によるチャネル品質報告
を要求するＣＱＩ要求フラグを備えている、ステップと、ＣＱＩ要求フラグがセットされ
ている場合、端末において個別制御情報が受信された時間リソースおよび周波数リソース
の少なくとも一方、もしくは、個別制御情報のトランスポートフォーマット、またはその
両方を、端末への下りリンク送信に利用可能なコンポーネントキャリアのうち、端末がチ
ャネル品質情報を報告するべき１つまたは複数のコンポーネントキャリア、を示すＣＱＩ
制御情報、として解釈するステップと、示されたコンポーネントキャリアそれぞれのチャ
ネル品質情報を送信するステップと、によって、端末が経験する下りリンクチャネル品質
を、通信システムの複数のコンポーネントキャリアのうち、端末への下りリンク送信に利
用可能な少なくとも１つのコンポーネントキャリア、のチャネル品質情報によって、報告
する、コンピュータ可読媒体。
【００５４】
　本発明の別の実施形態によるコンピュータ可読媒体は、命令をさらに格納しており、命
令が移動端末のプロセッサによって実行されたとき、それに起因して、移動端末が、本明
細書に記載されている本発明のさまざまな実施形態および態様のうちの１つによる、端末
における方法であって、端末が経験する下りリンクチャネル品質を報告する方法、のステ
ップ、を実行する。
【００５５】
　本発明のさらなる実施形態は、通信システムのアクセスネットワークにおけるネットワ
ークノードの動作であって、端末への下りリンク送信に利用可能な少なくとも１つのコン
ポーネントキャリアに関する、端末の非周期的チャネル品質フィードバック、をトリガー
する、ネットワークノードの動作、に関する。このようなノードは、例えば、基地局、基
地局装置、または中継ノードとすることができる。例示的な実施形態の１つによると、通
信システムのアクセスネットワークにおけるノードは、通信システムにおいて設定されて
いる複数のコンポーネントキャリアのうち、移動端末への下りリンク送信に利用可能な少
なくとも１つのコンポーネントキャリアを選択し、非周期的チャネル品質フィードバック
をトリガーする目的でノードによってセットされているＣＱＩ要求フラグと、少なくとも
１つのさらなる第２の制御情報フィールドであって、その少なくとも１つのビットが、選
択された少なくとも１つのコンポーネントキャリアを示すように設定されている、第２の
制御情報フィールドと、を備えている個別制御情報、を移動端末に送信する。このノード
は、この個別制御情報に対する応答において、選択されたコンポーネントキャリアそれぞ
れのチャネル品質フィードバックを、移動端末から受信する。
【００５６】
　本発明のさらなる実施形態においては、ノードは、スケジューラをさらに備えているこ
とができ、このスケジューラは、利用可能な１つまたは複数のコンポーネントキャリア上
での移動端末への下りリンク送信を、移動端末から受信されたチャネル品質フィードバッ
クに基づいてスケジューリングする。さらに、より詳細な例示的な実施例においては、ア
クセスネットワークにおけるノードは、移動端末とは別の移動端末からチャネル品質フィ
ードバックを受信することができ、移動端末およびその別の移動端末を、移動端末および
その別の移動端末から受信されたチャネル品質フィードバックに基づいて、スケジューリ
ングする。
【００５７】
　本発明の別の実施形態は、命令を格納しているコンピュータ可読媒体であって、命令が
通信システムのアクセスネットワークにおけるノードのプロセッサによって実行されたと
き、それに起因して、ノードが、通信システムにおいて設定されている複数のコンポーネ
ントキャリアのうち、移動端末への下りリンク送信に利用可能な少なくとも１つのコンポ
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ーネントキャリア、を選択するステップと、非周期的チャネル品質フィードバックをトリ
ガーする目的でノードによってセットされているＣＱＩ要求フラグと、少なくとも１つの
さらなる第２の制御情報フィールドであって、その少なくとも１つのビットが、選択され
た少なくとも１つのコンポーネントキャリアを示すように設定されている、第２の制御情
報フィールドと、を備えている個別制御情報、を移動端末に送信するステップと、この個
別制御情報に対する応答において、選択されたコンポーネントキャリアそれぞれのチャネ
ル品質フィードバックを、移動端末から受信するステップと、によって、通信システムに
おいて端末への下りリンク送信に利用可能な少なくとも１つのコンポーネントキャリアに
関する、端末の非周期的チャネル品質フィードバック、をトリガーする、コンピュータ可
読媒体、に関する。
【００５８】
　以下では、本発明について、添付の図面を参照しながらさらに詳しく説明する。図面に
おいて類似または対応する細部には、同じ参照数字を付してある。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムの例示的なアーキテクチャを示している。
【図２】ＬＴＥのＥ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャ全体の例示的な概要を示している。
【図３】３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）に定義されている例示的な下りリンクリソース
グリッドを示している。
【図４】ＦＤＤ動作の３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）による個別制御情報（ＤＣＩ）の
フォーマット「ＤＣＩフォーマット０」を示している。
【図５】３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）システムにおいてユーザ機器からの非周
期的ＣＱＩ報告をトリガーするための例示的な解決策を示している。
【図６】３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）システムにおいてユーザ機器からの非周
期的ＣＱＩ報告をトリガーするための例示的な解決策を示している。
【図７】周波数ホッピングが有効であるときの、ＦＤＤ動作の３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリー
ス８）による個別制御情報（ＤＣＩ）のフォーマット「ＤＣＩフォーマット０」を示して
いる。
【図８】ＦＤＤ動作の３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）の「ＤＣＩフォーマット０」をＬ
ＴＥ－Ａ（リリース１０）システムにおいて再利用する場合における、個別制御情報（Ｄ
ＣＩ）の内容のさまざまな解釈を示している。
【図９】ＦＤＤ動作の３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）の「ＤＣＩフォーマット０」をＬ
ＴＥ－Ａ（リリース１０）システムにおいて再利用する場合における、個別制御情報（Ｄ
ＣＩ）の内容のさまざまな解釈を示している。
【図１０】ＦＤＤ動作の３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）の「ＤＣＩフォーマット０」を
ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）システムにおいて再利用する場合における、個別制御情報（
ＤＣＩ）の内容のさまざまな解釈を示している。
【図１１】ＦＤＤ動作の３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）の「ＤＣＩフォーマット０」を
ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）システムにおいて再利用する場合における、個別制御情報（
ＤＣＩ）の内容のさまざまな解釈を示している。
【図１２】ＦＤＤ動作の３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）の「ＤＣＩフォーマット０」を
ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）システムにおいて再利用する場合における、個別制御情報（
ＤＣＩ）の内容のさまざまな解釈を示している。
【図１３】個別制御情報の個々のフォーマットとして図８～図１２の解釈を考慮したとき
の、本発明のさまざまな実施形態による、個別制御情報（ＤＣＩ）のさまざまなフォーマ
ットを示している。
【図１４】個別制御情報の個々のフォーマットとして図８～図１２の解釈を考慮したとき
の、本発明のさまざまな実施形態による、個別制御情報（ＤＣＩ）のさまざまなフォーマ
ットを示している。
【図１５】個別制御情報の個々のフォーマットとして図８～図１２の解釈を考慮したとき
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の、本発明のさまざまな実施形態による、個別制御情報（ＤＣＩ）のさまざまなフォーマ
ットを示している。
【図１６】個別制御情報の個々のフォーマットとして図８～図１２の解釈を考慮したとき
の、本発明のさまざまな実施形態による、個別制御情報（ＤＣＩ）のさまざまなフォーマ
ットを示している。
【図１７】個別制御情報の個々のフォーマットとして図８～図１２の解釈を考慮したとき
の、本発明のさまざまな実施形態による、個別制御情報（ＤＣＩ）のさまざまなフォーマ
ットを示している。
【図１８】本発明の実施形態による、アクセスネットワークにおけるノードおよび端末の
例示的な動作の流れ図を示している。
【図１９】本発明の実施形態による、個別制御情報の例示的なフォーマットを示している
。
【図２０】３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）システムにおいて、上りリンクにおけるホッ
ピングを使用するとき、および使用しないときの、システム帯域幅全体に依存する、割当
て可能な物理リソースブロックの最大サイズを示している。
【図２１】３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）システムにおけるコンテンションフリーのラ
ンダムアクセス手順のシグナリングメッセージを示している。
【図２２】本発明のさらなる実施形態による、個別制御情報の例示的なフォーマットを示
している。
【図２３】本発明のさらなる実施形態による、個別制御情報の例示的なフォーマットを示
している。
【発明を実施するための形態】
【００６０】
　以下では、本発明のさまざまな実施形態について説明する。実施形態のほとんどは、上
の背景技術のセクションで説明した３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）および３ＧＰＰ　Ｌ
ＴＥ－Ａ（リリース１０）の移動通信システムによる、直交シングルキャリア上りリンク
無線アクセス方式に関連して説明してあるが、これは例示を目的としているにすぎない。
本発明は、例えば、前述した３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）および３ＧＰＰ　ＬＴＥ－
Ａ（リリース１０）通信システムなどの移動通信システムと組み合わせて有利に使用でき
るが、本発明は、この特定の例示的な通信ネットワークにおける使用に限定されないこと
に留意されたい。
【００６１】
　背景技術のセクションにおける説明は、本明細書に記載した主として３ＧＰＰ　ＬＴＥ
（リリース８）および３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）に関連する例示的な実施形
態を深く理解することを目的としており、移動通信ネットワークにおけるプロセスおよび
機能の、説明した特定の実施形態に本発明を制限するものではないことを理解されたい。
しかしながら、本明細書に提案するランダムアクセス手順の改良は、背景技術のセクショ
ンに説明したアーキテクチャ／システムにおいて容易に適用することができ、本発明のい
くつかの実施形態においては、これらのアーキテクチャ／システムの標準的な手順および
改良された手順を利用することもできる。
【００６２】
　発明の概要のセクションに記載したように、本発明の一態様は、ＣＱＩ要求フラグを含
んでいる個別制御情報の所定のフォーマットの新規の解釈を提案することである。ＣＱＩ
要求フラグは、個別制御情報を受信する端末に、チャネル品質フィードバックを提供する
ように要求する目的で使用されるフラグ（例：１ビット）である。個別制御情報の内容の
解釈は、実装に応じて、ＣＱＩ要求フラグのステータスに依存する、または依存しない。
例示的な一実施例においては、個別制御情報の所定のフォーマットは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ
（リリース８）に定義されている「ＤＣＩフォーマット０」であり、含まれている少なく
ともＣＱＩ要求フラグのステータスに応じて異なって解釈される。図４は、ＦＤＤ動作の
３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リリース８）に定義されている「ＤＣＩフォーマット０」を例示的に
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示している。
【００６３】
　以下にさらに詳しく説明する本発明のいくつかの例示的な実施形態において、上述した
ように、所定の個別制御情報フォーマットによる個別制御情報に含まれているＣＱＩ要求
フラグのステータスは、個別制御情報の残りの内容が端末によってどのように解釈される
かを決定する。端末は、例えば、移動端末、ユーザ機器、または中継ノードとすることが
できる。言い換えれば、これらの例では、ＣＱＩ要求フラグをフォーマットの識別情報と
考えることもできる。ＣＱＩ要求フラグがセットされていない場合、個別制御情報の内容
は所定のフォーマットに定義されているとおりに解釈される。ＣＱＩ要求フラグがセット
されている場合、個別制御情報は所定のフォーマットに定義されているようには解釈され
ず、すなわち、個別制御情報のフォーマットは所定のフォーマットとは異なる。
【００６４】
　上りリンク送信のための個別制御情報を受信した端末は、ＣＱＩ要求フラグがセットさ
れている場合、その個別制御情報の少なくとも１つのさらなるビットを、端末への下りリ
ンク送信に利用可能な１つまたは複数のコンポーネントキャリアを示す情報として解釈し
、示された１つまたは複数のコンポーネントキャリアが経験するチャネル品質に関するチ
ャネル品質フィードバックを提供する。この少なくとも１つのさらなるビットは、ＣＱＩ
制御情報と考えることができ、以下のいずれかに対応することができる。
－　所定のフォーマットの定義による、個別制御情報に含まれている１つまたは複数の制
御情報フィールドの１つまたは複数の部分
－　所定のフォーマットの定義による、個別制御情報に含まれている１つまたは複数の制
御情報フィールド
－　所定のフォーマットの定義による、個別制御情報に含まれている制御情報フィールド
の１つまたは複数の部分と制御情報フィールド全体との混合
【００６５】
　１つまたは複数の部分がＣＱＩ制御情報として解釈される１つまたは複数の制御情報フ
ィールドとしては、一例においては、ホッピングフラグ、リソース割当てフィールド、Ｄ
ＭＲＳフィールド、上りリンクキャリアインジケータフィールド、およびパディングビッ
トが挙げられる。本発明をＬＴＥ－Ａ（リリース１０）システムにおいて実施するとき、
個別制御情報の中のパディングビットの数は、システムの帯域幅に依存しうる。一般的な
シナリオにおいては、（システム帯域幅に応じて）０、１、または２個のパディングビッ
トが存在するものと予測できる。
【００６６】
　別の例示的な代替実施例においては、個別制御情報のＣＱＩ要求フラグと少なくとも１
つのさらなるビットの組合せを使用して、端末への下りリンク送信に利用可能なコンポー
ネントキャリアのうち、端末がチャネル品質フィードバックを報告するべき１つまたは複
数コンポーネントキャリア、を示す。したがって、この例においては、個別制御情報の解
釈はＣＱＩ要求フラグのステータスに依存しない。代わりに、ＣＱＩ要求フラグと、少な
くとも１つのさらなる制御情報フィールドの少なくとも一部の組合せによって、端末への
下りリンク送信に利用可能な１つまたは複数のコンポーネントキャリアを示し、端末は、
示された１つまたは複数のコンポーネントキャリアが経験するチャネル品質に関するチャ
ネル品質フィードバックを提供する。
【００６７】
　本発明の別の代替態様によると、端末がチャネル品質フィードバックを提供するように
要求される１つまたは複数のコンポーネントキャリアの指示情報は、端末において個別制
御情報が受信される時間リソースおよび周波数リソースの少なくとも一方、もしくは、個
別制御情報のトランスポートフォーマット、またはその両方、によって示される。例えば
、端末のための個別制御情報がマッピングされる１つまたは複数の制御チャネル要素は、
下りリンク送信のための１つまたは複数のコンポーネントキャリアの物理リソースに、さ
まざまなパターンに従ってマッピングされるものと想定することができる。したがって、
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端末への下りリンク送信に利用可能な（少なくとも１つの）コンポーネントキャリアのう
ち、端末がチャネル品質情報を提供するべきコンポーネントキャリアの組合せを、各パタ
ーンによって示すことができる。
【００６８】
　なお、「下りリンク送信に利用可能なコンポーネントキャリア」あるいは「利用可能な
コンポーネントキャリア」などの表現における「利用可能な」とは、一般的には、特定の
時点において端末への下りリンク送信に使用されるコンポーネントキャリアよりも多くの
コンポーネントキャリアが、システムに設定されている、または存在しうることを意味す
ることに留意されたい。このコンテキストにおいて、「利用可能な」は、端末への下りリ
ンク送信に実際に使用されるコンポーネントキャリアを意味する。
【００６９】
　したがって、利用可能なコンポーネントキャリアは、以下のいずれかとすることができ
る。
－　基地局（例：基地局装置または中継ノード）が、下りリンクで端末（例：ユーザ機器
）にデータを伝えるために使用することのできるすべてのコンポーネントキャリア、
－　端末がデータの受信を想定するすべてのコンポーネントキャリア（これらは例えば、
ネットワーク／基地局装置／中継ノードが上位層のシグナリング（例：ＲＲＣシグナリン
グ）を使用して端末ごとに個々に設定することができる）、
－　端末がデータの受信を検出するすべてのコンポーネントキャリア、
－　端末がチャネル品質フィードバックの報告を考慮するように設定されているすべての
コンポーネントキャリア（これらは、上に挙げたコンポーネントキャリアのスーパセット
またはサブセットとすることができ、上位層のシグナリング（例：ＲＲＣシグナリング）
を使用して設定することができる）
－　受信器の受信能力内のすべてのコンポーネントキャリア（これは、実質的に端末のハ
ードウェア制約または能力（例えば無線周波数回路の複雑さや電力消費量）に関連する）
【００７０】
　一般に、下りリンクにおける高いデータレートに最も適する端末は、送信器に近く（「
セル中心」）、高速で移動していない（すなわち下りリンクのチャネル特性が特定の時間
内でほとんど変動しない）端末である。その理由として、セル中心の端末では、利用可能
な送信電力を、高い符号化率（率ｒ＝１に近い）または高次の変調方式（例えば６４－Ｑ
ＡＭ）において極めて効率的に使用することができ、ゆっくり移動する端末では、チャネ
ル特性が時間に対してほぼ一定である。すなわち、このような低速で移動する端末から報
告されたチャネル品質フィードバックは、極めて長時間にわたり有効であると想定するこ
とができ、非常に正確かつ効果的なリンクアダプテーションを行うことができる。
【００７１】
　したがって、セルの中心において低速で移動する端末の能力を利用する目的で、このよ
うな端末を、少なくとも下りリンク送信においてコンポーネントキャリアのアグリゲーシ
ョンを使用するように設定する、すなわち複数のコンポーネントキャリアを使用するよう
に設定することが有利である。一般的には、ネットワーク側が上位層の設定または半静的
な設定を利用できるものと想定することができ、したがって、アクセスネットワークにお
けるノードは、単一または複数のコンポーネントキャリアの送信／受信モードで動作する
ように端末を設定することができる。このため、端末は、下りリンクにおいて複数のコン
ポーネントキャリアが利用可能であるか否かを認識しており、したがって、上りリンク送
信のための個別制御情報（ＣＱＩ要求フラグがセットされている）の解釈として、１つの
下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを提供する要求（１つ
のみのコンポーネントキャリアが利用可能である）として解釈するべきか、複数の下りリ
ンクコンポーネントキャリアのうち、個別制御情報の中で識別される１つまたは複数のコ
ンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックの要求（複数のコンポーネントキャ
リアが利用可能である）として解釈するべきかを、自身で判定することができる。したが
って端末は、自身に対して設定されている下りリンクコンポーネントキャリアの数に応じ
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て、個別制御情報を異なって解釈する。
【００７２】
　同様に、アクセスネットワークノード（一般には基地局、基地局装置、または中継ノー
ド）も、端末に対して設定されている下りリンクコンポーネントキャリアの数を認識して
おり、したがって、コンポーネントキャリアの数に応じて、端末のチャネル品質フィード
バック報告の挙動を制御することができる（例えば、ＣＱＩ要求フラグをセットする、あ
るいは後から詳しく説明するように、時間リソースもしくは周波数リソースまたはその両
方の特殊なパターンに従って個別制御情報をシグナリングすることによる）。したがって
、アクセスネットワークノードは、各端末への下りリンク送信を適切にスケジューリング
できるように、端末からのチャネル品質フィードバックを要求することができる。
【００７３】
　図１８は、本発明の実施形態による、アクセスネットワークにおけるノードおよび端末
の例示的な動作の流れ図を示している。アクセスネットワークのノード（アクセスネット
ワークノード）は、例えば、移動通信システムのアクセスネットワークにおける基地局で
ある。３ＧＰＰベースの通信システム（例えばＬＴＥ－Ａ）においては、基地局は基地局
装置または中継ノードとも称される。さらに、端末は、例えば、移動端末（３ＧＰＰベー
スの通信システムにおけるユーザ機器など）とすることができる。なお、基地局装置と中
継ノードの間の通信が対象である場合、端末は中継ノードであることに留意されたい。
【００７４】
　端末とノードは、例えば、エアインタフェースを介して互いに通信することができる。
通信に利用できるシステム帯域幅は、複数のコンポーネントキャリアに分割されていると
考えることができる。例えば、システム帯域幅を、２個、３個、４個、または５個のコン
ポーネントキャリアに分割することができる。
【００７５】
　アクセスネットワークのノードの動作は、図１８の左側に示してある。ノードは、最初
に、端末への下りリンク送信に利用可能な１つまたは複数のコンポーネントキャリアのう
ち、チャネル品質フィードバックを受信する必要のあるコンポーネントキャリア、を選択
する（１８０１）。さらに、ノードは、（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアの
選択に基づいて、端末がチャネル品質フィードバックを提供するべき（１つまたは複数の
）選択されたコンポーネントキャリアの指示情報を含んだ個別制御情報を、端末に送信す
る（１８０２）。選択された（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアを端末に示す
方法は、後からさらに詳しく説明するように、数多く存在する。個別制御情報は、端末が
チャネル品質フィードバックを送るための上りリンクリソース割当ても含んでいる。した
がって、個別制御情報は、上りリンクグラントと称することもできる。
【００７６】
　図１８では、例示を目的として以下を想定している。すなわち、個別制御情報は所定の
フォーマットを有し、ＣＱＩ要求フラグおよびＣＱＩ制御情報（CQI control info）を備
えており、ＣＱＩ要求フラグは、端末からの非周期的チャネル品質フィードバックをトリ
ガーする目的でセットされており、ＣＱＩ制御情報は、端末が報告するべき選択された（
１つまたは複数の）コンポーネントキャリアを示している。後からさらに詳しく説明する
ように、選択されたコンポーネントキャリアを、個別制御情報に含まれるＣＱＩ制御情報
によって端末に示す方法は、数多く存在する。
【００７７】
　端末は、アクセスネットワークのノードから、個別制御情報の下りリンク送信を受信す
る（１８０３）。個別制御情報は、端末への制御チャネルを介して送信することができる
。この例では、端末は、個別制御情報の中のＣＱＩ要求フラグがセットされているかを確
認する。ＣＱＩ要求フラグがセットされていない場合、端末は、個別制御情報の内容を、
使用されている個別制御チャネル情報フォーマットの標準的な定義を用いて解釈する。
【００７８】
　ＣＱＩ報告フラグがセットされている、すなわち端末からのチャネル品質フィードバッ
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クが要求されている場合、端末は、個別制御情報の内容を、ＣＱＩ要求フラグがセットさ
れていない場合とは異なって解釈する。具体的には、ＣＱＩ報告フラグがセットされてい
る場合、端末は、個別制御情報の中の、制御情報を含んでいる少なくとも１つのさらなる
フィールド（第２の制御情報フィールド）の少なくとも一部／１ビットを、ＣＱＩ制御情
報として解釈し、このＣＱＩ制御情報が、チャネル品質フィードバックを提供するべき、
アクセスネットワークノードによって選択された（１つまたは複数の）コンポーネントキ
ャリア、を示しているものと判定する（１８０４）。次に、端末は、アクセスネットワー
クノードから受信された個別制御情報の中に示されている、選択された（１つまたは複数
の）コンポーネントキャリアについて、自身が経験したチャネル品質を示すチャネル品質
フィードバックメッセージを生成する（１８０５）。この場合、端末は、例えば選択され
た（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアに対して何らかのチャネル品質測定を実
行することができる。より詳細な例示的な実施例においては、端末は、選択された（１つ
または複数の）コンポーネントキャリアにおいて、例えばいわゆる基準シンボルの受信に
基づいてＳＩＮＲまたはチャネル共分散測定値（channel covariance measurement）を求
め、さらにオプションとして、測定結果をチャネル品質フィードバック（例えば、ＬＴＥ
またはＬＴＥ－Ａの仕様におけるＭＣＳＩまたはチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、
あるいはＰＭＩ、ＲＩなど）に変換することができる。チャネル品質フィードバックは、
直接測定されたメトリックまたは測定値から導かれたメトリック（例えば、チャネル共分
散行列または要素、チャネル係数、または他の適切なメトリック）の形で、提供すること
もできる。
【００７９】
　端末は、選択された（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアのチャネル品質フィ
ードバックを含んだメッセージを、アクセスネットワークにおけるノードに送信し（１８
０６）、ノードは、メッセージを受信してチャネル品質フィードバック情報を取り出す。
このとき端末は、個別制御情報の中で示された、選択された（１つまたは複数の）コンポ
ーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを、同じく個別制御情報の中で示された
上りリンクリソースで送信する。オプションとして、端末は、この送信において、チャネ
ル品質フィードバックと、さらなる制御データまたはユーザデータとを多重化することが
できる。ノードは、取得したチャネル品質フィードバックを格納しておき、（ノードの中
に配置することのできる）スケジューラからそのチャネル品質フィードバックを利用でき
るようにすることができ、したがって、端末のスケジューリングを行うとき、すなわち、
端末への下りリンク物理リソースまたは上りリンク物理リソースの割当てを決定するプロ
セスにおいて、選択された（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアにおいて端末側
が経験する下りリンクチャネル品質を考慮することができる。
【００８０】
　なお、図１８は、１つの端末からのチャネル品質フィードバックのトリガーおよび送信
を示しているのみであるが、当然ながら、アクセスネットワークノードは複数の端末を処
理できることに留意されたい。したがって、アクセスネットワークノードは、複数の端末
に、各端末において利用可能な下りリンクコンポーネントキャリアに関する（非周期的）
チャネル品質フィードバックを提供するように、要求することができる。さらには、アク
セスネットワークノードは、リソース割当てプロセスにおいて、１つの端末のスケジュー
リングを行うのみならず、システムの複数の異なるコンポーネントキャリアにおいて複数
の異なる端末が経験するチャネル品質を、スケジューリングの決定時に考慮して、複数の
端末をスケジューリングすることができる。
【００８１】
　本発明のより詳細な例示的な実施形態においては、図１８に示した手順は、３ＧＰＰ　
ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）通信システムにおいて実施されるものと想定することができ
る。この例示的な実施形態においては、アクセスネットワークのノードは、基地局装置ま
たは中継ノードとすることができる。端末はユーザ機器（ＵＥ）である。基地局装置は、
ユーザ機器がチャネル品質フィードバックを報告するべき（１つまたは複数の）コンポー
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ネントキャリアを選択し、その選択をＰＤＣＣＨでの第１層／第２層制御シグナリングに
よってユーザ機器に示す。
【００８２】
　より具体的には、第１層／第２層制御シグナリングは個別制御情報（ＤＣＩ）を備えて
おり、この個別制御情報は、ユーザ機器による非周期的チャネル品質フィードバックのト
リガー（例えばＣＱＩ報告フラグによる）と、（例えばいわゆるＣＱＩ報告による）チャ
ネル品質フィードバックが要求される（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアの指
示情報と、を含んでいる。（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアの指示情報は、
上りリンク個別制御情報のＣＱＩキャリアインジケータフィールド（ＣＱＩ－ＣＩ）とも
称されるＣＱＩ制御情報である。
【００８３】
　より詳細なさらなる例示的な一実施例においては、使用される個別制御情報は、複数の
所定のフォーマットのうちの１つを有し、このフォーマットは、例えば、ＦＤＤモードの
ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）通信システムを動作させる場合、ＬＴＥ（リリース８）に定
義されているＤＣＩフォーマット０であり、その例示的な構造は図４および図７に示して
ある。この場合、ＣＱＩ－ＣＩは、例えば、リリース８のＤＣＩフォーマット０の中にす
でに存在する１つまたは複数の制御情報フィールドの一部から構成することができる。
【００８４】
　図４および図７に示したように、ＦＤＤ用のＵＬ－ＤＣＩは、以下の要素からなる。
－　フォーマットフラグ（Ｆｌａｇ　Ｆｏｒｍａｔ　０／１Ａ）：同じビット数／サイズ
として定義されているＤＣＩフォーマット０とＤＣＩフォーマット１Ａを区別する。
－　ホッピングフラグ（Ｈｏｐｐｉｎｇ　Ｆｌａｇ）：ユーザ機器が上りリンクリソース
ホッピングを採用するべきであるか否かを示す。
－　リソースブロック割当てフィールド：ユーザ機器にＰＵＳＣＨの上りリンクリソース
を割り当てる（非周期的チャネル品質フィードバックをトリガーするときには、チャネル
品質フィードバックおよびオプションとしてさらなるユーザデータが、これらの割り当て
られたリソースに多重化されてＰＵＳＣＨを介して送信される）。
－　変調・符号化方式フィールド（ＭＣＳ＆ＲＶ）：ＰＵＳＣＨ上の割り当てられたリソ
ースで送信するための変調方式、符号化率、および冗長バージョンを示す。
－　新規データインジケータ（ＮＤＩ）：ユーザ機器が新しいデータを送るのか再送信を
送るのかを示す。
－　ＤＭＲＳフィールド（サイクリックシフトＤＭＲＳ）：基準シンボル列に適用される
サイクリックシフトを設定する。
－　ＣＱＩ要求フラグ：ユーザ機器からの非周期的チャネル品質フィードバック報告をト
リガーする。
－　１つまたは複数のパディングビット（必要な場合）：個別制御情報のサイズを所定の
ビット数に合わせる。
【００８５】
　ホッピングフラグがセットされている場合、リソースブロック割当てフィールドの最初
の１つまたは２つのビットを使用して、ホッピング列またはホッピング設定をユーザ機器
に示す。すなわち、リソースブロック割当てフィールドのビットが１個または２個少なく
なり、したがって、示すことのできるリソースブロック割当てサイズが小さくなる。
【００８６】
　本発明の別の実施形態による別の可能な方法として、ＬＴＥ（リリース８）に定義され
ているＤＣＩフォーマット０の定義を再利用し、ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）において使
用できるようにこの定義を拡張する、すなわち、ＬＴＥ（リリース８）に定義されている
ＤＣＩフォーマット０に基づいて、ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）において使用するための
新しいＤＣＩフォーマット０を定義する。図１９は、本発明の一実施形態による、ＬＴＥ
－Ａ（リリース１０）のためのこのような例示的なＤＣＩフォーマット０を示している。
ＬＴＥ（リリース８）では、１つのコンポーネントキャリアのみが定義されており、した
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がって、上りリンクまたは下りリンクのリソース割当てがどのコンポーネントキャリアに
関連付けられるかの曖昧さは存在しない。
【００８７】

【００８８】
　なお、本発明は、ＴＤＤモードで動作するＬＴＥ－Ａ（リリース１０）通信システムに
おいて実施することもできることにさらに留意されたい。この場合、ＬＴＥ（リリース８
）に定義されているＤＣＩフォーマット０、または（前述した例示的な実施形態による）
ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）用に定義されるＤＣＩフォーマット０、による上りリンクの
個別制御情報（ＵＬ－ＤＣＩ）は、上りリンクインデックスフィールド（ＵＬ　ｉｎｄｅ
ｘ）または下りリンク割当てインデックス（ＤＡＩ：Downlink Assignment Index）フィ
ールドをさらに備えている（非特許文献２（第５．３．３．１．１節）および非特許文献
３（第５．１．１．１節、第７．３節、第８節）を参照）。
【００８９】
　以下では、本発明のいくつかの例示的な実施形態について図８～図１７に関連して説明
し、これらの説明は、個別制御チャネル情報にＣＱＩ制御情報をどのように含めるかを例
示的に示すことを目的としている。なお、例示を目的として、これらのさまざまな例は、
ＬＴＥ（リリース８）において個別制御情報用に定義されている前述したＤＣＩフォーマ
ット０を再利用することに基づいている。しかしながら、これらの例示的な実施形態は、
例えば、図１９に示した個別制御情報のフォーマット、あるいは他の個別制御情報フォー
マットも、同様に使用することができる。いずれの実施形態においても、ユーザ機器はコ
ンポーネントキャリアのアグリゲーションを使用するようにすでに設定されている、すな
わち、特定のユーザ機器への下りリンク送信に利用可能な複数のコンポーネントキャリア
が存在するものと想定することができる。
【００９０】
　本発明の一実施形態においては、個別制御情報は、ＣＱＩ要求フラグと少なくともホッ
ピングフラグとを含んでいる。「ホッピング」フラグ（一般には１ビット）は、ユーザ機
器が送信に上りリンクリソースホッピングを採用するべきであるかを決定するために含め
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られる。ホッピングを採用する主たる恩恵は、周波数ダイバーシチが得られることであり
、すなわち複数の異なるチャネル特性もしくは干渉特性またはその両方を利用して、時間
または周波数における信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）の瞬間的かつ限られた変動に対する
堅牢性を高める。このような変動は、例えば、ユーザ機器が高速で移動している場合や、
無線チャネルの状況としてインパルス応答が極めて周波数選択性の送信特性になるとき、
あるいはユーザ機器が無線セルの境界付近である（一般には、同じセルまたは隣接セル内
の別のユーザ機器に起因する干渉が、ターゲットのユーザ機器から受信される信号電力と
比較して比較的高くなりうる）、ときに起こることがある。
【００９１】
　複数のコンポーネントキャリアを同時に使用しての下りリンク送信は、一般的には、ユ
ーザ機器の瞬間的なデータレートの向上を目的とする。通常では、高いデータレートに最
も適するユーザ機器は、送信器に近く（「セル中心」）、高速で移動していない（すなわ
ちチャネル特性が特定の時間内でほとんど変動しない）ユーザ機器である。その理由とし
て、セル中心のユーザ機器では、利用可能な送信電力を、高い符号化率（率ｒ＝１に近い
）または高次の変調方式（例えば６４－ＱＡＭ）において極めて効率的に使用することが
でき、ゆっくり移動するユーザ機器では、チャネルが時間に対してほぼ一定であり、した
がって、報告されるＣＱＩが極めて長時間にわたり有効であるため、非常に正確かつ効果
的なリンクアダプテーションを行うことができる。なお、用語「セル中心」および「セル
境界」は、無線ネットワーク要素（例えば基地局装置や中継ノード）の位置に対する端末
の地理的な位置に由来するが、これらの用語「セル中心」および「セル境界」は、全般的
に（平均して）良好／不良な無線条件下にある端末も意味することに留意されたい。無線
条件は、地理的な距離の関数のみならず、例えば無線通信の両端間の見通し接続（line-o
f-sight connection）を遮る障害物の存在にも依存する。したがって、基地局装置または
中継ノードからのユークリッド距離が極めて小さい端末であっても、伝送経路が障害物（
例えば壁、建物、植物、金属遮蔽体）によって遮られている場合、セル境界環境にあるも
のと考えられる。
【００９２】
　したがって、セル中心にある、ゆっくり移動するユーザ機器は、通常、上りリンクホッ
ピングが要求される条件下にはない。このため、複数のコンポーネントキャリアのＣＱＩ
が要求される場合、ホッピングフラグ（およびしたがってホッピング設定ビット：図４お
よび図７を参照）が有効にされる（採用される）ことはめったにない。単一または複数の
コンポーネントキャリアによる送信／受信モードで動作するようにユーザ機器を設定する
には、一般的には上位層による設定または半静的なコ　フを使用することができる。した
がって、ユーザ機器は、上りリンクの個別制御情報（ＵＬ－ＤＣＩ）の中でセットされて
いるＣＱＩ要求フラグを、１つのコンポーネントキャリアまたは複数のコンポーネントキ
ャリアのどちらのチャネル品質フィードバックの要求として解釈するべきかを認識するこ
とができる。したがって、ユーザ機器において下りリンク送信に利用可能な複数のコンポ
ーネントキャリアが存在する場合、ユーザ機器は、ホッピングフラグを、自身が報告する
べき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアを示しているＣＱＩ制御情報として解
釈することができる。
【００９３】
　セル中心においてゆっくり移動するユーザ機器にホッピングを適用するべきではないさ
らなる理由、またはホッピングを採用できなくてもシステムの動作が大幅には損なわれな
い理由として、このようなユーザ機器は、一般的に無線チャネル条件が有利であるため、
下りリンクおよび上りリンクにおいて、割り当てられた送信あたり大量のパケットを伝え
ることができる。すなわち、このようなユーザ機器は、一般的には、利用可能なスペクト
ルのうちの大きな部分を通じて送信できるはずである、すなわち割り当てられるリソース
ブロック数が多いはずである。しかしながら、図２０において理解できるように、ホッピ
ングが有効である（採用されている）場合（ホッピングフラグ＝１：図７も参照）、リソ
ースの最大割当てサイズは、ホッピングなしの場合よりも大幅に小さい。さらには、リソ
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ースブロック割当てフィールドから借用できるビット数は、セル内での利用可能なリソー
スブロック（またはコンポーネントキャリア）としてのシステム帯域幅に依存する。図２
０において、ｘ軸はシステムの帯域幅、ｙ軸は、割当て可能なリソースブロックの最大数
に対する影響を示している。図から理解できるように、ホッピングを採用しているとき、
１つのユーザ機器には、利用可能なリソースのうちの限られた部分しか割り当てることが
できず、システムおよびセルのスループットにマイナスに影響する。したがって、セル中
心においてゆっくり移動するユーザ機器は、ホッピングを使用しないことが好ましい。
【００９４】
　ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）通信システムの一般的な実装においては、図４および図１
９に例示的に示したフォーマットによる個別制御チャネル情報は、個別制御情報のサイズ
をＤＣＩフォーマット１Ａのサイズに合わせるため（一般的には、第１のＤＣＩフォーマ
ットのサイズを第２のＤＣＩフォーマットのサイズに合わせるため）、少なくとも１個の
パディングビットを有するものと想定することができる。したがって、ＤＣＩフォーマッ
ト０のペイロードがＤＣＩフォーマット１Ａのペイロード（ＤＣＩフォーマット１Ａに付
加されているパディングビットを含む）よりも小さい場合、ペイロードサイズがＤＣＩフ
ォーマット１Ａのペイロードサイズに等しくなるまで、ＤＣＩフォーマット０にゼロが付
加される。これらのパディングビットは、たとえその値が固定されていても、ペイロード
サイズを調整する以外の特定の目的は定義されていない。したがって、本発明の一実施形
態においては、個別制御情報の中の（１つまたは複数の）パディングビットを使用して、
ユーザ機器が報告するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアを示すＣＱＩ制
御情報をシグナリングする。本発明のこの実施形態においては、ユーザ機器に送信される
個別制御情報は、ＣＱＩ要求フラグと少なくとも１つのパディングビットとを含んでいる
。
【００９５】
　図９は、本発明のこの実施形態を例示する目的で、ＦＤＤ動作の３ＧＰＰ　ＬＴＥ（リ
リース８）のＤＣＩフォーマット０（図４を参照）を３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａ（リリース１
０）システムにおいて再利用する場合における、個別制御情報（ＤＣＩ）の内容の例示的
な解釈を示している。当然ながら、この例は、図１９のＤＣＩフォーマット０、またはＴ
ＤＤ動作のＤＣＩフォーマット０を使用しても、同様に実現することができ、なぜなら、
ＦＤＤ動作において利用可能なフィールドは、ＴＤＤ動作においても利用可能であるもの
と想定できるためである。図９による個別制御情報を受信したユーザ機器は、ユーザ機器
からの非周期的チャネル品質フィードバックをトリガーするためのＣＱＩ要求ビットがセ
ットされている（＝１）か否かを確認する。いま、ＣＱＩ要求ビットがセットされている
と想定すると、ユーザ機器は、個別制御情報の（１つまたは複数の）パディングビットを
ＣＱＩ制御情報として（すなわち報告するべき下りリンクコンポーネントキャリアの指示
情報として）解釈し、示された（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアのチャネル
品質フィードバックを送信する。
【００９６】
　上に例示したようにパディングビットをＣＱＩ制御情報として解釈することは、ＣＱＩ
要求ビットがセットされている（＝１）場合の新しいＤＣＩフォーマット０と考えること
もできる。図１４は、この新しい個別制御情報フォーマットを例示的に示している。した
がって、図８および図１３に関連して上述したようにホッピングフラグを使用してＣＱＩ
制御情報をシグナリングする場合と同様に、ＣＱＩ要求フラグをフォーマットインジケー
タと考えることもでき、このフラグは、個別制御情報が第１のフォーマットを有する（Ｃ
ＱＩ要求フラグがセットされていない（＝０））（すなわちユーザ機器は個別制御情報を
ＤＣＩフォーマットのデフォルトの定義に従って解釈する）のか、第２のフォーマットを
有する（ＣＱＩ要求フラグがセットされている（＝１））（すなわち、個別制御情報のう
ちＤＣＩフォーマットのデフォルトの定義による（１つまたは複数の）パディングビット
を伝える部分が、図１４に例示的に示したようにＣＱＩ制御情報を伝える）のか、を示し
ている。
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【００９７】
　本発明のさらなる実施形態によると、端末において復調基準シンボル（ＤＭＲＳ）の送
信に適用されるサイクリックシフトを決定するために用いられるビット（「サイクリック
シフトＤＭＲＳビット」）を使用して、ユーザ機器がチャネル品質フィードバックを報告
するべき利用可能な（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアおよびその数を示す。
したがって、本発明のこの例示的な実施形態においては、ユーザ機器に提供される上りリ
ンク個別制御情報は、ＣＱＩ要求フラグと、少なくともいくつかのサイクリックシフトＤ
ＭＲＳビットとを含んでいる。例示的な一実施例においては、個別制御情報の所定のフォ
ーマットにサイクリックシフトＤＭＲＳビットが存在するものと想定する。
【００９８】
　ＤＭＲＳのサイクリックシフトは、一般には、３ＧＰＰベースの通信システムにおいて
、２基の異なる端末から、同じかまたは少なくとも一部分が重なる上りリンクの時間－周
波数リソースを使用して送信できるようにする目的で、採用される。２基の送信端末の間
でのＤＭＲＳのサイクリックシフトによって、基地局装置は、これらの端末から受信され
る２つの干渉信号を区別して再び分解し、両方を正しく復号化することが可能である。こ
れは、上りリンクマルチユーザＭＩＭＯ方式（ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ）とも称される。
【００９９】
　上りリンクマルチユーザＭＩＭＯ方式の基本的な要件として、２基の端末がそれぞれの
上りリンクデータを送信する無線チャネルは、できる限り統計的に独立している（statis
tically independent）べきであり、そうでない場合、分解および復号化が最適に行われ
ず、多くの復号化誤りが生じることがある。しかしながら、セル中心において低速で移動
する端末の場合を考えると、特に、見通し線状況の場合、無線チャネルの相関性が高い可
能性が高い。したがって、このような２基の端末が、同じ周波数リソースで送信するよう
に割り当てられる可能性は低い。したがって、上りリンク個別制御情報の中のサイクリッ
クシフトＤＭＲＳビットは、一般にはこのような端末に対して使用されず、ユーザ機器が
チャネル品質フィードバックを報告するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリ
アを示す目的に利用することができる。
【０１００】
　例えば図４および図１９に例示的に示したＤＣＩフォーマット０において、サイクリッ
クシフトＤＭＲＳビットを利用する場合であっても、２基（またはそれ以上）の端末から
の上りリンクマルチユーザＭＩＭＯ送信を採用することは、依然として可能である。この
ようなシナリオにおける唯一の制約は、上りリンクの時間／周波数リソースの一部または
全体を同時に共有する２基（またはそれ以上）の端末が、ＣＱＩトリガーを同時に受信し
ないようにするべきである。この制約がアクセスネットワークノード（例えば基地局装置
または中継ノード）によって確保される場合、チャネル品質フィードバックの報告のトリ
ガーを受信した端末は、両方の側（ネットワーク（基地局装置）および報告側の端末）に
おいて（例えば仕様によって、または制御シグナリングによって）認識されている事前定
義されたサイクリックシフトを採用する。したがって、基地局装置または中継ノードは、
それ以外の端末に対しては別の直交サイクリックシフト（orthogonal cyclic shift(s)）
を決定して、この直交サイクリックシフトを、ＣＱＩトリガーを受信しない他の端末に対
するサイクリックシフトＤＭＲＳビットを使用して、シグナリングすることができる（Ｃ
ＱＩ要求フラグがセットされていない場合、サイクリックシフトＤＭＲＳフィールドにお
いてシグナリングされるサイクリックシフトは通常どおり端末に適用される）。したがっ
て、基地局装置または中継ノードは、たとえ端末の１つがチャネル品質フィードバックを
送信するようにトリガーされる場合でも、これらの端末によって送信されるＤＭＲＳが相
互に直交するように確保することができる。さらには、この方法の拡張として、このよう
な端末ごとに上記の事前定義されるサイクリックシフトが異なる（したがって採用される
ＤＭＲＳ列が相互に直交する）という条件下で、チャネル品質フィードバックを送信する
ように複数の端末をトリガーすることができる。
【０１０１】
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　図１１は、本発明のこの実施形態を例示する目的で、ＦＤＤ動作の３ＧＰＰ　ＬＴＥ（
リリース８）のＤＣＩフォーマット０（図４を参照）を、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａ（リリー
ス１０）システムにおいて再利用する場合における、個別制御情報（ＤＣＩ）の内容の例
示的な解釈を示している。当然ながら、この例は、図１９のＤＣＩフォーマット０、また
はＴＤＤ動作のＤＣＩフォーマット０を使用しても、同様に実現することができる。基地
局装置または中継ノードは、ユーザ機器が自身への下りリンク送信に利用可能な１つまた
は複数のコンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを送信するように要求す
るとき、ＣＱＩ要求フラグがセットされた、上りリンク送信の個別制御情報を、そのユー
ザ機器にシグナリングすることができる。基地局装置または中継ノードは、報告させる（
１つまたは複数の）コンポーネントキャリアのインジケータを、サイクリックシフトＤＭ
ＲＳフィールドの中に含め、このフィールドは、一般的には、ユーザ機器が上りリンク送
信に適用するべきサイクリックシフトをシグナリングするために使用されるものである。
この個別制御情報を受信したユーザ機器は、ＣＱＩ要求フラグがセットされていることを
認識し、個別制御情報の中のサイクリックシフトＤＭＲＳフィールドの内容を、自身がチ
ャネル品質フィードバックを提供するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリア
を示すＣＱＩ制御情報として解釈する。
【０１０２】
　ユーザ機器は、ＣＱＩ要求フラグがセットされていることを認識した場合、上位層の制
御シグナリングによって以前に設定された、上りリンク送信のサイクリックシフト、また
はデフォルトのサイクリックシフトを、ＤＭＲＳに適用し、示された（１つまたは複数の
）コンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックと、オプションとしてさらなる
上りリンクデータとを送信することができる。
【０１０３】
　本発明のさらなる一実施形態においては、ＣＱＩ制御情報を示す目的に、サイクリック
シフトＤＭＲＳフィールドのビットの一部分のみを使用する。例えば、いま、サイクリッ
クシフトＤＭＲＳフィールドに３つのビットが予測されていると想定すると、そのうちの
２つのビットを、ユーザ機器への下りリンク送信に利用可能な、ユーザ機器が報告するべ
き（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアをユーザ機器に示すために使用すること
ができ、その一方で、残りの１つのビットを、上りリンク送信のＤＭＲＳ列にサイクリッ
クシフトを適用するか否かをシグナリングする目的に使用することができる。したがって
、この１つのビットがセットされている場合、ユーザ機器は、設定されたサイクリックシ
フトまたは所定のサイクリックシフトを上りリンクに適用し、この１つのビットがセット
されていない場合、サイクリックシフトを適用しない。
【０１０４】
　上に例示的に示したように個別制御情報のサイクリックシフトＤＭＲＳビットをＣＱＩ
制御情報として解釈することは、この場合も、ＣＱＩ要求ビットがセットされている（＝
１）場合における新しいＤＣＩフォーマット０とみなすことができる。図１６は、この新
規の個別制御情報フォーマットを例示的に示している。この場合にも、ＣＱＩ要求フラグ
をフォーマットインジケータと考えることができ、このフラグは、個別制御情報が第１の
フォーマットを有する（ＣＱＩ要求フラグがセットされていない（＝０））（すなわちユ
ーザ機器は個別制御情報をＤＣＩフォーマットのデフォルトの定義に従って解釈する）の
か、第２のフォーマットを有する（ＣＱＩ要求フラグがセットされている（＝１））（す
なわち、個別制御情報の中のサイクリックシフトＤＭＲＳビット（の一部分）が、図１６
に例示的に示したようにＣＱＩ制御情報を伝える）のか、を示している。
【０１０５】
　ここまでに説明した例においては、（ＣＱＩ要求フラグに加えて）さらなる第２の制御
情報フィールドが存在しており、端末（例えばユーザ機器）がチャネル品質フィードバッ
クを報告するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアを示すために使用されて
いる。この場合、２つ以上のさらなる第２のフィールドを、端末がチャネル品質フィード
バックを提供するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアを示すものとして解
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釈することも可能であることに留意されたい。
【０１０６】
　例えば、本発明のさらなる実施形態においては、図７に例示的に示したように、従来の
個別制御情報フォーマットにおける、ホッピングの設定をシグナリングするものと予測さ
れるホッピング設定ビットを、ＬＴＥ－Ａ（リリース１０）通信システムにおいて、ＣＱ
Ｉ制御情報をユーザ機器にシグナリングする目的に使用する。前述したように、セル中心
において低速で移動するユーザ機器には、一般的にホッピングは望ましなく、したがって
、ホッピングの設定を示す１つまたは２つのビットは、めったに使用されない。しかしな
がら、ホッピングが有効である場合、リソースブロック割当て（ＲＢＡ）フィールドの解
釈（図７を参照）を、１つまたは複数のコンポーネントキャリアのチャネル品質フィード
バックが要求される場合に利用することができ、もともとホッピング設定ビットとして使
用される１つまたは２つのビットをＣＱＩ制御情報（ＣＱＩ－ＣＩ）として使用する。こ
の解決策の利点として、ホッピングフラグは元の機能および意味を維持しており、上りリ
ンクにおけるホッピングの使用が依然として可能である。ホッピングの設定は、例えば、
上位層のシグナリング（例：ＲＲＣシグナリング）によって事前に設定しておくことがで
きる。この解決策の潜在的な欠点として、割当て可能な上りリンクリソースの最大サイズ
が極めて厳しく制限され（図２０を参照）、事業者にとって有利ではないことがある。し
たがって、この実施形態のバリエーションとして、ＣＱＩ制御情報のためにリソースブロ
ック割当てフィールドから１つだけビットを「借用する」ことは良好なトレードオフ（妥
協策）であり、ＣＱＩ制御情報空間が１ビットだけ拡張される一方で、割当て可能な上り
リンクリソースの最大サイズに対する制限は、図２０に示したほど重大ではない。
【０１０７】
　別の例示的な実施形態においては、ホッピングフラグと、ホッピング設定ビット（のう
ちの１ビット）との組合せを、ＣＱＩ制御情報として使用する。図１０に例示的に示した
ように、個別制御情報の中のＣＱＩ要求フラグがセットされている（＝１）場合、ユーザ
機器は、ホッピングフラグと、リソースブロック割当てフィールドの中に位置する（１つ
または複数の）ホッピング設定ビットとの組合せを、ＣＱＩ制御情報として解釈する。こ
の例においては、ホッピングフラグもＣＱＩ制御情報のシグナリングに使用されるため、
ユーザ機器は上りリンク送信におけるホッピングを使用することができない。しかしなが
ら、この解決策は、ＣＱＩ制御情報を示す目的に、例えばホッピング設定ビットのうちの
１ビットのみをホッピングフラグと組み合わせて使用することができ、したがって、割当
て可能な上りリンクリソースの最大サイズに課される制限が小さいため、有利であり得る
。図１５にさらに示したように、この例示的な解決策も、ＣＱＩ要求フラグがセットされ
ている場合における新規の個別制御情報フォーマットと考えることができる。
【０１０８】
　本発明の別の例示的な実施例および実施形態は、ホッピングフラグと、サイクリックシ
フトＤＭＲＳビット（の少なくとも一部分）とを、ユーザ機器がチャネル品質フィードバ
ックを提供するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアをシグナリングする目
的に使用することである。図１２はこれを例示的に示しており、ＣＱＩ要求フラグがセッ
トされている（＝１）場合、ユーザ機器は、ホッピングフラグのビットと、サイクリック
シフトＤＭＲＳビット（の少なくとも一部分）とを組み合わせて、この組合せを、自身が
報告するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアを示すＣＱＩ制御情報として
解釈する。この方法では、ユーザ機器がチャネル品質フィードバックを提供するべき１つ
または複数のコンポーネントキャリアの異なる組合せをシグナリングする目的に、最大で
合計４ビットが利用可能である。この場合も、この例示的な実施例は、ＣＱＩ要求フラグ
がセットされている（＝１）場合における、個別制御情報の新規のフォーマットの定義と
考えることができる。図１７は、上述したようにホッピングフラグとサイクリックシフト
ＤＭＲＳビット（の少なくとも一部分）との組合せをＣＱＩ制御情報として解釈する方式
に対応する、新規の個別制御情報フォーマットを示している。
【０１０９】
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　本発明のさらなる一実施形態においては、ホッピングフラグと、（１つまたは複数の）
パディングビットと、サイクリックシフトＤＭＲＳビット（の少なくとも一部分）の組合
せを使用して、チャネル品質フィードバックを報告するべき１つまたは複数のコンポーネ
ントキャリアの組合せをシグナリングする。個別制御情報の中のＣＱＩ要求フラグがセッ
トされている場合、ユーザ機器は、これら３つのすべてのフィールドのビットを所定の方
式で組み合わせて、その結果としてのビットの組合せを、チャネル品質フィードバックを
報告するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアを示すＣＱＩ制御情報として
解釈する。この例示的な実施形態では、チャネル品質フィードバックを報告するべきコン
ポーネントキャリアの組合せをシグナリングする目的に、最大で５ビット（パディングビ
ットの数によってはそれ以上）を使用することができ、したがって、下りリンク送信にお
いて最大で５個のコンポーネントキャリアがアグリゲートされるものと想定したとき、コ
ンポーネントキャリアの任意の組合せを示すことができる。
【０１１０】
　本発明の別の例示的な実施形態においては、個別制御情報のフォーマットの中の上りリ
ンクキャリアインジケータビットは、上りリンクの個別制御情報が有効である対象の（具
体的には、次の上りリンク送信を行うべき）上りリンクコンポーネントキャリアを示すも
のと予測される。図１９は、上りリンクキャリアインジケータを含んでいる例示的な個別
制御情報フォーマットを示している。
【０１１１】
　複数のコンポーネントキャリアによる下りリンク／上りリンク送信の場合、下りリンク
／上りリンクの個別制御情報が関連付けられる下りリンク／上りリンクコンポーネントキ
ャリアを識別するための１つの可能な方法として、リソース割当てが有効である対象の下
りリンク／上りリンクコンポーネントキャリアは、個別制御情報が送信されるコンポーネ
ントキャリアによって決まる。この関係は、上りリンク個別制御情報（ＵＬ－ＤＣＩ）の
場合、「対の上り－下りコンポーネントキャリア（paired DL-UL component carrier）」
関係として知られている。しかしながら、ＵＬ－ＤＣＩが、ある下りリンクコンポーネン
トキャリア上で送信されたとき、対応する割当てを、対応する対の上りリンクコンポーネ
ントキャリアではない別のコンポーネントキャリアに対して有効とするべき場合がある。
対の上りリンクコンポーネントキャリアは、リンクされている上りリンクコンポーネント
キャリアと称することもでき、なぜなら、対の上りリンクコンポーネントキャリアと、Ｕ
Ｌ－ＤＣＩが受信された下りリンクコンポーネントキャリアは、特定の関係に従ってリン
クされているためである。同じ上りリンクコンポーネントキャリアに複数の異なる下りリ
ンクコンポーネントキャリアをリンクすることが可能であり、これは例えば、上りリンク
コンポーネントキャリアと下りリンクコンポーネントキャリアの設定が非対称的である（
例えば、上りリンクコンポーネントキャリアより多くの下りリンクコンポーネントキャリ
アが利用可能である）ときに、有利であり得る。
【０１１２】
　個別制御情報が関連付けられる上りリンクコンポーネントキャリアを識別するための１
つの解決策は、ターゲットの（１つまたは複数の）上りリンクコンポーネントキャリアを
決定するための上りリンクキャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）を、個別制御情報
に含めることである。１つまたは複数のコンポーネントキャリアのチャネル品質フィード
バックが要求される場合、本発明の一実施形態においては、上りリンクキャリアインジケ
ータの全体または一部が、ＣＱＩ制御情報をシグナリングする目的に使用される。これに
より、ＵＬ－ＤＣＩが有効である対象は、（１つまたは複数の）対の上りリンクコンポー
ネントキャリアのみに制約される。これに代えて、個別制御情報の中のＣＱＩ要求フラグ
がセットされている場合、対の関係を、制御シグナリングによって設定する、または事前
に設定しておくことができる。
【０１１３】
　ユーザ機器がチャネル品質フィードバックを報告するべき（１つまたは複数の）コンポ
ーネントキャリアを示す目的に利用できるビット数は、個別制御情報にＣＱＩ制御情報を
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どのように含めるか、すなわち個別制御情報のどの（１つまたは複数の）制御情報フィー
ルドを使用するかに応じて、異なる。ここまでに示した例では、ＣＱＩ制御情報が含まれ
るビット数は、１個～４個、またはそれ以上のビットである。したがって、ユーザ機器が
チャネル品質フィードバックを提供するべき下りリンクコンポーネントキャリアを、ＣＱ
Ｉ制御情報（ＣＱＩ－ＣＩフィールド）が示すうえでの柔軟性は、利用可能な下りリンク
コンポーネントキャリアの実際の数によっても大幅に異なりうる。一般的に、ｉ番目のＣ
ＱＩ制御情報値は、チャネル品質フィードバックが要求されるコンポーネントキャリアの
ｉ番目の組合せを表すものと想定することができる。以下では、利用可能な異なる数のビ
ットをどのようにＣＱＩ制御情報に使用するかに関して、いくつかの例を説明する。
【０１１４】
　例示的な一実施形態においては、個別制御情報のキャリアインジケータフィールド（Ｕ
ＣＩ）は、上りリンクリソース割当て（ＵＬ－ＤＣＩ）の対象である（１つまたは複数の
）コンポーネントキャリアを決定し、ＣＱＩ要求フラグがセットされている場合、さらに
ＣＱＩ制御情報を示す。上述したように、キャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）は
、例えば３つのビットから構成することができ（８つの異なるビット組合せ（値）をシグ
ナリングできる）、このビット数は、最大で５個の上りリンクコンポーネントキャリアを
使用する通信システムのコンポーネントキャリアを区別するのに必要である。
【０１１５】
　キャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）は、上りリンクリソース割当てが有効であ
る対象の上りリンクコンポーネントキャリアを依然として示す必要があり、この例示的な
実施形態においては、キャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）のビットの組合せを使
用して、リソース割当てが関連付けられる上りリンクコンポーネントキャリアを暗黙的ま
たは明示的に示し、さらに、チャネル品質フィードバックの提供が要求される（１つまた
は複数の）下りリンクコンポーネントキャリアを示す。
【０１１６】
　以下の表は、ＣＱＩ要求フラグがセットされている場合における、ＵＬ－ＤＣＩの中の
キャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）の解釈方法に関する、いくつかの異なる例を
示している。列「ＵＣＩ値」は、キャリアインジケータフィールドでシグナリングできる
異なるビット組合せ（値または符号点（code-point）とも称する）を示しており、それ以
外の列は、それぞれのビット組合せの異なる意味を定義している。
【０１１７】
　列「上りリンクコンポーネントキャリアインデックス」は、ＵＬ－ＤＣＩが有効である
対象の上りリンク（ＵＬ）コンポーネントキャリア（すなわちＵＬ－ＤＣＩがリソースを
割り当てる上りリンクコンポーネントキャリア）を示している。以下の例では、特に明記
しない限りは、上りリンクにおいて最大で５個のコンポーネントキャリアが存在するもの
と想定しており、それぞれのインデックス＃ｉ（ｉ＝［１，．．．，５］）によって識別
される。「リンクされている上りリンクコンポーネントキャリア」は、ＵＬ－ＤＣＩが受
信された下りリンクコンポーネントキャリアに（通常において）リンクされている（対の
）上りリンクコンポーネントキャリアである。「半静的に設定される上りリンクコンポー
ネントキャリア」は、半静的に（例えばＲＲＣシグナリングを使用して）設定されるコン
ポーネントキャリアに、ＵＬ－ＤＣＩが関連付けられることを意味する。半静的な設定は
、場合によっては「リンクされている上りリンクコンポーネントキャリア」と同じにする
ことができるが、一般的には別の基準に基づいて決定することができる。したがって、「
半静的に設定される上りリンクコンポーネントキャリア」は、「リンクされている上りリ
ンクコンポーネントキャリア」を示す（すなわち、対応する下りリンクコンポーネントキ
ャリアへの参照を含んでいる）、あるいは、「半静的に設定される上りリンクコンポーネ
ントキャリア」は、任意の上りリンクコンポーネントキャリアとすることができ、下りリ
ンクコンポーネントキャリアにリンクされているか、またはどの下りリンクコンポーネン
トキャリアにリンクされているかは無関係である。
【０１１８】
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　列「報告するべき下りリンクコンポーネントキャリア」は、名称から明らかであるよう
に、チャネル品質情報を上りリンクで提供することが要求される（１つまたは複数の）下
りリンク（ＤＬ）コンポーネントキャリアを示す。「ＵＬ－ＤＣＩを伝えるコンポーネン
トキャリア」は、端末が、（ＣＱＩフラグがセットされた）ＵＬ－ＤＣＩを受信した下り
リンクコンポーネントキャリアについて報告するべきであることを意味する。「利用可能
なすべての下りリンクコンポーネントキャリア」は、本明細書において前に定義したよう
に、利用可能なすべての下りリンクコンポーネントキャリアを意味し、「半静的に設定さ
れる下りリンクコンポーネントキャリア」は、半静的な設定による（例えば、端末とアク
セスネットワーク（例：基地局装置）との間のＲＲＣシグナリングによって設定される）
１つまたは複数の下りリンクコンポーネントキャリアについて、端末が報告するべきであ
ることを意味する。
【０１１９】
【表１】

【０１２０】
　前述したように、３ＧＰＰベースのシステム（例えば３ＧＰＰ　ＬＴＥまたは３ＧＰＰ
　ＬＴＥ－Ａ）の物理層において、個別制御情報は、ＰＤＣＣＨを介してユーザ機器に送
信される第１層／第２層制御シグナリングの一部である。３ＧＰＰベースのシステムにお
いて第１層／第２層制御情報をシグナリングする基地局装置は、１つのユーザ機器にいく
つかのＤＣＩメッセージを送信することができ、この場合、各ＤＣＩを異なる下りリンク
コンポーネントキャリア上で送信することができる。
【０１２１】
　複数の上りリンクコンポーネントキャリアが利用可能である場合にも、少なくとも、Ｕ
Ｌ－ＤＣＩにキャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）が含まれていなければ、下りリ
ンクコンポーネントキャリアが１つの上りリンクコンポーネントキャリアにリンクされて
いるものと想定することができ、このリンクは例えば半静的な設定によって確立すること
ができる。したがって、ユーザ機器は、キャリアインジケータフィールドが存在しない場
合と同様に、下りリンクコンポーネントキャリア上で送信されたＵＬ－ＤＣＩが、リンク
されている１つの上りリンクコンポーネントキャリアに対して有効であるものと想定する
ことができる。以下の実施形態および例においては、ＵＬ－ＤＣＩにキャリアインジケー
タフィールド（ＵＣＩ）が存在する場合でも、コンポーネントキャリアのこのリンクが確
立されている（該当時）ものと想定する。
【０１２２】
　キャリアインジケータフィールドによって表すことのできる値をサブセットに分けるこ
とができ、各サブセットは共通の特性に関連付けられる。値または符号点の第１のサブセ
ット「０００」～「１００」は、ＵＬ－ＤＣＩのリソース割当てが関連付けられる上りリ
ンクコンポーネントキャリアをシグナリングするために使用され、このサブセットの共通
点として、端末は、ＵＬ－ＤＣＩが受信された下りリンクコンポーネントキャリアのチャ
ネル品質フィードバックを提供する。さらに、第２のサブセットは、すべての下りリンク
コンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを提供するべきであることをシグ
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ナリングする値によって、形成することができる。したがって、この例では、第２のサブ
セットに含まれる符号点は「１１０」のみである。しかしながら前述したように、これは
１つの可能な実施例を示しているにすぎず、別の実施例においては、すべての下りリンク
コンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを提供するべきことを、２つの以
上の符号点が示すこともできる。
【０１２３】
　さらには、利用可能な上りリンクコンポーネントキャリアが最大で５個であるものと想
定して示した上の例においては、ＵＣＩ値「１０１」が冗長であることに留意されたい。
利用可能な上りリンクコンポーネントキャリアが最大で５個である場合、「リンクされて
いる上りリンクコンポーネントキャリア」は上りリンクコンポーネントキャリア＃１～＃
５のいずれかを必ず指し、したがってこの目的には、ＵＣＩ値「０００」～「１００」の
うちの１つを使用できるため、ＵＣＩ値「１０１」はこの形態において必要ない。
【０１２４】
　しかしながら、６個以上の上りリンクコンポーネントキャリアが利用可能である場合、
定義されている上りリンクコンポーネントキャリアインデックスを、コンポーネントキャ
リアインジケータフィールドの符号点「０００」～「１００」を使用して示す一方で、１
つの符号点が、リンクされている上りリンクコンポーネントキャリアを識別できる。例え
ば、上りリンクに６個のコンポーネントキャリアが存在する場合、この実施例では、上り
リンクコンポーネントキャリアそれぞれを個別に示すことができ、すなわち、上りリンク
コンポーネントキャリア＃１～＃５を、それぞれＵＣＩ値「０００」～「１００」を使用
して示す一方で、上りリンクコンポーネントキャリア＃６にリンクされている下りリンク
コンポーネントキャリア上でＵＬ－ＤＣＩが送信される場合、上りリンクコンポーネント
キャリアインデックス＃６を例えばＵＣＩ値「１０１」によって示すことができる。
【０１２５】
　別の例示的な実施例は、利用可能な上りリンクコンポーネントキャリアが６個、７個、
または８個であるシナリオに関連する。この場合、（上りリンクコンポーネントキャリア
の正確な数に応じて）ＵＣＩ値「１０１」、「１１０」、および「１１１」のうちの１つ
または複数を、ＵＣＩ値「０００」～「１００」と同様に使用して、（１つまたは複数の
）コンポーネントキャリアそれぞれを示すことができる。さらなる代替実施例においては
、ＵＣＩ値「１１０」および「１１１」を、上述したように使用する（または少なくとも
一方を将来的な使用のために予約する）ことができ、その一方で、ＵＣＩ値「１０１」を
使用して、上りリンクコンポーネントキャリア＃６～＃８のうちの１つを暗黙的に識別す
ることができ、これは、これらの上りリンクコンポーネントキャリア＃６～＃８それぞれ
にリンクされている下りリンクコンポーネントキャリア上でＵＬ－ＤＣＩ（ＰＤＣＣＨ）
を送信することによる。
【０１２６】
　上に説明した実施形態、実施例、および例は、特に、ネットワーク側がセル内のユーザ
機器からの上りリンク送信を極めて柔軟に制御する必要があり、同じサブフレーム内に実
際に存在する上りリンク割当て（すなわち送信）が多数である場合に、有利である。この
場合、基地局装置は、ＵＬ－ＤＣＩを伝えるＰＤＣＣＨを数多く送信する必要があり、す
べてのＰＤＣＣＨを、望ましいリンクされたコンポーネントキャリア上で送信できないこ
とがある。したがって、基地局装置は、ユーザ機器および上りリンクコンポーネントキャ
リアの間で負荷のバランスをとるときに、チャネル品質フィードバックを送信する多数の
ユーザ機器に上りリンクコンポーネントキャリアを明示的に割り当てることによって柔軟
に処理できる必要がある。
【０１２７】
　さらなる例示的な実施例においては（この場合にも例示を目的として上りリンクにおけ
る最大で５個のコンポーネントキャリアを想定する）、表２に示したように、定義されて
半静的に（例えばＲＲＣシグナリングによって）設定されたコンポーネントキャリアに対
して、上りリンク割当てが有効であることを、ＵＣＩ値「１０１」を使用して示すことも
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できる。例示的な実施形態においては、この上りリンクコンポーネントキャリアは、デフ
ォルトコンポーネントキャリアまたはフォールバックコンポーネントキャリアであり、こ
のコンポーネントキャリアは、上りリンクコンポーネントキャリアの暗黙的または明示的
な指示情報が存在しないときにＨＡＲＱフィードバックメッセージなどの制御情報を伝え
るために使用される。さらに、この上りリンクコンポーネントキャリアは、複数の上りリ
ンクコンポーネントキャリアのうち、パスロスが最小である、または最大の帯域幅を占有
するように設定されているコンポーネントキャリアであることが好ましい。
【０１２８】
【表２】

【０１２９】
　さらには、表２におけるＵＣＩ値「１１１」は、半静的に設定される１つまたは複数の
コンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを示す。このような半静的な設定
は、パスロスが特定のしきい値以下である下りリンクコンポーネントキャリア、または単
純にパスロスが最小であるコンポーネントキャリアを指定することが好ましい。あるいは
、さらなる修正形態として、ＵＣＩ値「１１１」は、半静的に設定される下りリンクコン
ポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを要求し、半静的に設定される上りリ
ンクコンポーネントキャリアの上りリンクリソースを割り当てる。なお、これらの両方の
半静的な設定は、互いに独立して行うことができることに留意されたい。あるいは、値「
１１１」を、将来の使用のために予約することもできる。同様に、例えば６個の上りリン
クコンポーネントキャリアが存在する場合、ＵＣＩ値のうちの６つを使用して６個の上り
リンクコンポーネントキャリアそれぞれを示し、残りの２つのＵＣＩ値を将来の使用のた
めに予約することができる。
【０１３０】
　さらには、すべての下りリンクコンポーネントキャリア（「利用可能なすべての下りリ
ンクコンポーネントキャリア」）のチャネル品質フィードバックを、上位層のデータなし
に、１つの上りリンクコンポーネントキャリア上で送信するべきことを、コンポーネント
キャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）によって示すことができることは、有利であ
り得る。上位層データとは、ＬＴＥリリース８およびリリース１０のコンテキストにおい
ては、例えば、ＵＬ－ＳＣＨで送信されるＭＡＣ　ＰＤＵに属するデータである（非特許
文献４（第５．４節）（http://www.3gpp.orgにおいて入手可能であり、参照によって本
文書に組み込まれている）を参照）。これに関連して、「上位層のデータなしに」とは、
チャネル品質フィードバックと一緒にＭＡＣ　ＰＤＵデータが送信（多重化）されない、
または同等の意味として、割り当てられる上りリンクリソースに、利用可能な対応するＵ
Ｌ－ＳＣＨが存在しないことを意味する。なお、ＭＡＣ　ＰＤＵには、通常では物理層に
おけるトランスポートブロックが関連付けられることに留意されたい。一方で、下位層の
制御チャネルまたは制御信号（例えばＨＡＲＱフィードバック（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ））に
ついては、チャネル品質フィードバックと一緒に多重化することが望ましいことがあり、
すなわちこの場合、ＵＬ－ＤＣＩは、制御シグナリング（例：ＨＡＲＱフィードバック）
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以外の上位層データを含めずにチャネル品質フィードバックを送信するように指示する。
別の実施形態においては、コンポーネントキャリアインジケータフィールドの少なくとも
１つの値は、ユーザ機器が上位層および下位層いずれのチャネルまたは信号もチャネル品
質フィードバックと一緒に送信しないことを示す（ただし上りリンク送信を正常に受信す
るために必要な信号（例えば基準シンボル）を除く）。
【０１３１】
　したがって、別の例示的な実施例においては、符号点を表２のように定義し、ただし、
符号点「１０１」または「１１１」は、ＵＬ－ＤＣＩが「リンクされている上りリンクコ
ンポーネントキャリア」に対して有効であることを示し、チャネル品質フィードバック（
例：ＣＱＩ）のみを（すなわち上位層のデータなしに）、割り当てられたリソースで送信
することを要求する（ＨＡＲＱフィードバック（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）など他の制御信号は
、チャネル品質フィードバックと一緒に、割り当てられたリソースでの送信に依然として
含めることができる）。
【０１３２】
　表２に関連して説明した例は、前に説明した例示的な実施例と基本的に同じ利点を提供
する。
【０１３３】
　しかしながら、表２に関連して説明した例示的な実施例は、半静的に設定された上りリ
ンクコンポーネントキャリアおよび下りリンクコンポーネントキャリアをアドレッシング
および要求することが可能であるため、システム内の利用可能な上りリンクコンポーネン
トキャリアまたは下りリンクコンポーネントキャリアの中に好ましいコンポーネントキャ
リアが存在する場合にも適用することができる。例えば、明示的に要求されない限りは、
上りリンクの制御メッセージすべてを伝える１つまたは複数の「特殊な」上りリンクコン
ポーネントキャリアを定義することができる。この「特殊な」上りリンクコンポーネント
キャリアは、ユーザ機器にとって一般的に好ましい送信特性を有するという理由で選択す
ることができる。本発明の別の実施形態によると、ネットワーク（基地局装置）は、その
特殊な上りリンクコンポーネントキャリア上でチャネル品質フィードバックを送信するよ
うに要求することができる。同様に、１つまたは複数の「特殊な」下りリンクコンポーネ
ントキャリアとして、例えばチャネル条件が一般に好ましく、下りリンクの制御もしくは
データまたはその両方の大部分が送信される下りリンクコンポーネントキャリア、を識別
することができる。この場合、ネットワーク（基地局装置）は、スケジューリングまたは
リンクアダプテーションを最適に決定できるようにする目的で、それらの「特殊な」下り
リンクコンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを要求することができる。
これらの場合、（１つまたは複数の）「特殊な」コンポーネントキャリアは、前述したよ
うに「半静的に設定された」上りリンクコンポーネントキャリアおよび「半静的に設定さ
れた」下りリンクコンポーネントキャリアとするべきである。
【０１３４】
　さらには、上位層のデータまたはチャネルなしでのチャネル品質フィードバックメッセ
ージを明示的に要求することが可能であることは、チャネル品質フィードバックのための
上りリンクリソースを節約する、あるいはチャネル品質フィードバックの送信品質に関す
る制御性を高めるうえで、効果的な方法であり、なぜなら、適用される順方向誤り訂正符
号化をチャネル品質フィードバックのみに対して最適化すればよく、上位層のデータまた
はチャネルのための誤り訂正符号化のパフォーマンスへの影響を考慮する必要がないため
である。なお、このコンテキストにおいては、特に明記しない限り、チャネル品質フィー
ドバックと上位層または別の下位層のデータまたはチャネルとを、割り当てられた上りリ
ンクリソースで一緒に送信することが可能であることにも留意されたい。
【０１３５】
　さまざまな図（例えば図４または図１９）から明らかであるように、個別制御情報のフ
ォーマットは、リソースブロック割当て（ＲＢＡ）フィールドの長さに依存して、サイズ
が可変であり、その理由として、リソースブロック割当てフィールドのサイズは、各コン
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ース８）において、帯域幅２０ＭＨｚのコンポーネントキャリア上で単一アンテナによっ
て送信するためのＤＣＩフォーマット０のサイズは、３０ビットである。５ＭＨｚのコン
ポーネントキャリアにおける空間多重化および４ビットのＰＭＩを使用して送信するため
のＤＣＩのサイズも、３０ビットになり得る。したがって、上りリンクコンポーネントキ
ャリアがいくつかの異なる帯域幅を有する場合にも、個別制御情報が有効である対象のコ
ンポーネントキャリアを、例えば本明細書において前述したキャリアインジケータフィー
ルドによって、端末に知らせるべきである。
【０１３６】
　当然ながら、ＣＱＩ要求フラグがセットされていない場合におけるキャリアインジケー
タフィールド（ＵＣＩ）の解釈は、表１にＵＣＩ値「０００」～「１００」について示し
たように定義されているものと想定することができる。しかしながら、ＣＱＩ要求フラグ
がセットされている場合に、ＵＣＩ値が異なる方式で（例えば表３に示したように）解釈
される場合も存在しうる。したがって、キャリアインジケータフィールドの解釈は、ＤＣ
Ｉの中のＣＱＩ要求フラグがセットされているか否かよって異なることがあるため、ＣＱ
Ｉ要求フラグは、ＤＣＩの中の固定位置（すなわち、ＤＣＩのフォーマット、ＤＣＩが送
信されるコンポーネントキャリアの帯域幅、またはＤＣＩが対象とするコンポーネントキ
ャリアの帯域幅に依存しない特定の位置）に配置されているならば、有利である。例えば
、図２２は、本発明の実施形態による、個別制御情報の例示的なフォーマットを示してお
り、含まれている情報に関しては図１９に示したフォーマットに似ている。しかしながら
、図１９とは異なり、キャリアインジケータフィールド（ＣＩＦ）（図１９のＵＣＩフィ
ールド）が、この例示的なフォーマットではＤＣＩ情報の先頭に位置している。なお、一
般的には、「固定位置」はＤＣＩの先頭である必要はなく、他のフィールドの使用状況や
サイズに無関係な位置である。このような位置は、具体的な例においては、ＤＣＩの最初
の可変長フィールドの前、またはＤＣＩのどのフォーマットでも同じフィールドを有する
ブロックの中（例えばＲＢＡフィールドの前）である。別の具体例では、ＤＣＩ情報の内
容を終端から先頭の方向にチェックする場合、同様の理由から、位置は終端の近くである
。これに関連して、本発明のさらなる実施形態においては、ＣＱＩ要求フラグを、図２３
に示した固定位置に配置することもでき、図２３は、本発明の実施形態による、個別制御
情報のさらなる例示的なフォーマットを示している。
【０１３７】
　表２に関連して上述した例においては、キャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）は
、ＵＬ－ＤＣＩによってリソースが許可される（１つまたは複数の）上りリンクコンポー
ネントキャリア（インデックス）を（明示的に）示すものとして解釈されるが、報告する
べき下りリンクコンポーネントキャリアは、ＵＬ－ＤＣＩを伝えるコンポーネントキャリ
ア、すべてのコンポーネントキャリア、または半静的な設定によるコンポーネントキャリ
アのいずれかとして、識別される。下の表３に示した例においては、上りリンクコンポー
ネントキャリア（インデックス）の解釈に関して、ＵＬ－ＤＣＩが関連付けられる上りリ
ンクコンポーネントキャリアを識別するうえでの柔軟性を小さくする代わりに、報告する
べき（１つまたは複数の）下りリンクコンポーネントキャリアを示すうえでの柔軟性が高
くなっている。
【０１３８】
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【表３】

【０１３９】
　表３では、キャリアインジケータフィールドは、本質的に上りリンクコンポーネントキ
ャリアを明示的には示しておらず、端末は、ＵＬ－ＤＣＩの中のＣＱＩ要求フラグがセッ
トされている場合、ＵＬ－ＤＣＩが受信された下りリンクコンポーネントキャリアにリン
クされている上りリンクコンポーネントキャリアをＵＬ－ＤＣＩが指しているものと想定
する。ＵＣＩ値「０００」～「１００」を使用して、個々の下りリンクコンポーネントキ
ャリアを示すことができる（この場合も、システムにおける下りリンクコンポーネントキ
ャリアは最大で５個であると想定する）。したがって値「１０１」は、上述したようにこ
の場合にも冗長であり、別の用途に使用することができる（予約する、上述したように別
の意味を持つ、または６個以上の下りリンクコンポーネントキャリアが存在する場合に適
用する）。符号点「１１０」は、利用可能なすべての下りリンクコンポーネントキャリア
のチャネル品質フィードバックの送信をトリガーし、端末は、チャネル品質フィードバッ
クと上位層の上りリンクデータ（例えばＭＡＣ　ＰＤＵ）とを、リンクされている上りリ
ンクコンポーネントキャリア上の割り当てられた上りリンクリソースを使用して、同時に
送信することができる。符号点「１１１」は、すべての利用可能な下りリンクコンポーネ
ントキャリアのチャネル品質フィードバックの送信をトリガーし、リンクされている上り
リンクコンポーネントキャリアの上りリンクグラントを使用して、チャネル品質フィード
バックのみ（上位層の上りリンクデータなし）を送信する。
【０１４０】
　なお、表３の例において、この解決策は次のように考えることもできる。すなわち、Ｃ
ＱＩ要求フラグは、リンクされている上りリンクコンポーネントキャリアにＵＬ－ＤＣＩ
が関連付けられていることを示しており（この例において表３の該当列は、すべての符号
点についてこの同じ意味を示している）、したがって、キャリアインジケータフィールド
は、本質的に、チャネル品質フィードバックを提供するべき下りリンクコンポーネントキ
ャリアのみを定義している。
【０１４１】
　表３に関連して説明した実施形態、実施例、および例は、特に、ネットワーク側が、チ
ャネル品質フィードバックのタイプを最大限に制御できるようにする場合に（すなわち、
１つの下りリンクコンポーネントキャリアのみのフィードバック、すべての利用可能な下
りリンクコンポーネントキャリアのフィードバック（上位層データを含む）、またはすべ
ての利用可能な下りリンクコンポーネントキャリアのフィードバック（上位層データなし
））、有利である。このことは、例えば、セル内に多数のユーザ機器が存在しており、下
りリンクトラフィックは多いが上りリンクトラフィックはそれほど多くないシナリオ（例
えば、主たるアプリケーションがＨＴＴＰインターネットブラウジングや、ネットワーク
を通じてのユーザ機器へのファイル転送である場合）において、有利である。
【０１４２】
　さらなる例においては、端末において４個のみの上りリンクコンポーネントキャリアお
よび下りリンクコンポーネントキャリアが利用可能であると想定する。したがって、表４
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を使用して、値の２つのサブセットをシグナリングすることができる。
【０１４３】
【表４】

【０１４４】
　表４の例においても、符号点の２つのサブセットが形成されている。第１のサブセット
は、ＵＬ－ＤＣＩが関連付けられる１つの上りリンクコンポーネントキャリアと、チャネ
ル品質フィードバックを提供するべき１つの下りリンクコンポーネントキャリアとを示す
。なお、第１のサブセットの各符号点において、上りリンクコンポーネントキャリアと下
りリンクコンポーネントキャリアのインデックス番号が同じであるが、これは単に例示を
目的としていることに留意されたい。表４に示した例において重要なことは、上りリンク
および下りリンクの各コンポーネントキャリアが、第１のサブセットの４個の符号点それ
ぞれによって１回ずつ示されていることである。具体的には、下りリンクコンポーネント
キャリア＃ｎは、必ずしも上りリンクコンポーネントキャリア＃ｎにリンクされている（
すなわち同じインデックスを有する）必要はなく、この場合、インデックス番号は、単に
例示を目的として、上りリンクおよび下りリンクの各コンポーネントキャリアとを区別し
ているにすぎない。残りの符号点「１００」～「１１１」は、符号点の第２のサブセット
を形成していると考えることができ、これらの符号点は、共通点として、すべての利用可
能な下りリンクコンポーネントキャリア（すなわち個別制御情報を受信した時点において
端末への下りリンク送信に利用可能なコンポーネントキャリア）のチャネル品質フィード
バックを端末が提供するべきであることを示している。
【０１４５】
　別の例においては、ユーザ機器において上りリンク送信用に利用可能な上りリンクコン
ポーネントキャリアが３個のみであると想定する。この場合、キャリアインジケータフィ
ールド（ＵＣＩ）の符号点は、下の表５に例示的に示した意味を持つことができる。
【０１４６】



(36) JP 5572801 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

【表５】

【０１４７】
　この例は、（部分的に）表４に似ており、値の第１のサブセット（「０００」、「００
１」、「０１０」）は、ＵＬ－ＤＣＩが関連付けられる１つの上りリンクコンポーネント
キャリアと、チャネル品質フィードバックを提供するべき１つの下りリンクコンポーネン
トキャリアとを示し、値の第２のサブセット（「０１１」、「１００」、「１０１」）は
、端末がすべての利用可能な下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル品質フィード
バックを提供するべきであることを示している。符号点「１１０」は、すべての利用可能
な下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックの送信をトリガーし
、端末は、リンクされている上りリンクコンポーネントキャリア上の上りリンク割当てを
使用して、チャネル品質フィードバックと上位層の上りリンクデータを同時に送信するこ
とができる。符号点「１１１」は、すべての利用可能な下りリンクコンポーネントキャリ
アのチャネル品質フィードバックの送信をトリガーし、リンクされている上りリンクコン
ポーネントキャリアの上りリンク割当てを使用して、チャネル品質フィードバックのみ（
上位層の上りリンクデータなし）を送信する。なお、この場合にも、例示的な一実施形態
においては、上位層または下位層の（別の）上りリンクデータまたはチャネルなしで送信
するべき場合に、チャネル品質フィードバックと一緒にＨＡＲＱフィードバック（例：Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ）をシグナリングできることに留意されたい。
【０１４８】
　別のさらなる例においては、ユーザ機器において利用可能な上りリンクコンポーネント
キャリアおよび下りリンクコンポーネントキャリアがそれぞれ２個のみであると想定する
。表６から明らかであるように、キャリアインジケータフィールドの３つのビットによっ
て表される値が、４つのサブセットに分割されている。この場合も、上りリンクコンポー
ネントキャリアと下りリンクコンポーネントキャリアの番号が同じであるのは、同じイン
デックスの上りリンクコンポーネントキャリアと下りリンクコンポーネントキャリアとを
互いにリンクする必要がある制限を意味するものではない。第１のサブセットは値「００
０」および値「００１」によって形成されており、第１の下りリンクコンポーネントキャ
リアのチャネル品質フィードバックをトリガーするが、ＵＬ－ＤＣＩは、第１の上りリン
クコンポーネントキャリアまたは第２の上りリンクコンポーネントキャリアのいずれかに
関連付けられる。値の第２のサブセットは、値「０１０」および値「０１１」によって形
成されており、第２の下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバック
をトリガーするが、ＵＬ－ＤＣＩは、第１の上りリンクコンポーネントキャリアまたは第
２の上りリンクコンポーネントキャリアのいずれかに関連付けられる。
【０１４９】
　第３のサブセットは、値「１００」および値「１０１」によって形成されており、下り
リンクにおけるすべての利用可能なコンポーネントキャリア（例えば第１および第２の下
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方で、ＵＬ－ＤＣＩは、第１の上りリンクコンポーネントキャリアまたは第２の上りリン
クコンポーネントキャリアのいずれかに関連付けられる。第４のサブセットは、値「１１
０」および値「１１１」によって形成されており、下りリンクにおけるすべての利用可能
なコンポーネントキャリア（例えば第１および第２の下りリンクコンポーネントキャリア
）のチャネル品質フィードバックをトリガーし、ＵＬ－ＤＣＩは、第１の上りリンクコン
ポーネントキャリアまたは第２の上りリンクコンポーネントキャリアのいずれかに関連付
けられており、両方の下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバック
のみを、割り当てられた上りリンクリソースで送信する。なお明らかに、この例は、２個
の上りリンクコンポーネントキャリアと任意の数の下りリンクコンポーネントキャリアと
が存在する場合に適用することができることに留意されたい。
【０１５０】
　表６の例において理解できるように、ＵＬ－ＤＣＩが指す上りリンクコンポーネントキ
ャリアは、符号点の最後のビットによって決まり、このことは、実装において有利に利用
することができる。
【０１５１】
【表６】

【０１５２】
　別の例においては、ユーザ機器において利用可能な上りリンクコンポーネントキャリア
が２個のみであるが、利用可能な下りリンクコンポーネントキャリアの数が任意（すなわ
ち１つまたは複数）であるものと想定する。この場合、キャリアインジケータフィールド
（ＵＣＩ）の符号点は、下の表７に例示的に示した意味を持つことができる。
【０１５３】
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【表７】

【０１５４】
　この例においては、ＵＣＩ値「０１０」および「０１１」は、上りリンクコンポーネン
トキャリア＃１および＃２それぞれにリンクされているすべての利用可能な下りリンクコ
ンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを要求する。前述したように、１つ
の下りリンクコンポーネントキャリアは、１つの上りリンクコンポーネントキャリアのみ
にリンクされているものと想定する。しかしながら、特に、下りリンクと上りリンクのコ
ンポーネントキャリアが非対称であるシナリオおいて、下りリンクコンポーネントキャリ
アそれぞれが上りリンクコンポーネントキャリアにリンクされていることが要求される場
合、１つの上りリンクコンポーネントキャリアをいくつかの下りリンクコンポーネントキ
ャリアにリンクすることができる。リンクされている下りリンクコンポーネントキャリア
のチャネル品質フィードバックの報告は、ネットワークが、特定のユーザ機器においてコ
ンポーネントキャリアを無効にするべきかと、どのコンポーネントキャリアを無効にする
かを決定するうえで役立つ。例えば、同じコンポーネントキャリアにリンクされている下
りリンクコンポーネントキャリアすべてを（例えば低品質のＣＱＩが報告されたため）無
効にする場合、リンクされているその上りリンクコンポーネントキャリアをその後に無効
にすることも可能であり、なぜなら、そのコンポーネントキャリア上で送信する必要のあ
る関連する制御信号（例えばＨＡＲＱフィードバック）が存在しないためである。
【０１５５】
　さらには、上述した例においては、各ＵＬ－ＤＣＩにキャリアインジケータフィールド
（ＵＣＩ）が含まれているものと想定していることに留意されたい。しかしながら、本発
明の別の実施形態においては、基地局装置が、ユーザ機器に送信されるＵＬ－ＤＣＩごと
に、そのＵＬ－ＤＣＩにキャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）を含める（図１９、
図２２、または図２３を参照）、または含めない（図４または図７を参照）ことを決定で
きる。この実施形態においては、ＵＬ－ＤＣＩにキャリアインジケータフィールド（ＵＣ
Ｉ）が含まれていない場合、端末は、そのＵＬ－ＤＣＩが、リンクされている上りリンク
コンポーネントキャリアに関連付けられており、（ＣＱＩ要求フラグがセットされている
場合に）ＣＱＩ制御情報は、図８～図１７に関連して説明したようにＵＬ－ＤＣＩ内に含
まれているものと想定する。ＵＬ－ＤＣＩにキャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）
が含まれている場合、端末は、そのキャリアインジケータフィールド（ＵＣＩ）を、表６
に関連して説明したように解釈する。
【０１５６】
　以下では、ＣＱＩ制御情報のために利用可能なビット数に応じてＣＱＩ制御情報のシグ
ナリングを実施するための、さらなる例示的な実施例を提供する。なお、これらの例は、
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キャリアインジケータフィールド（の一部）を使用してＣＱＩ制御情報をシグナリングす
るときにも採用できることに留意されたい。
【０１５７】
　ＣＱＩ－ＣＩフィールド：１ビット
　ＣＱＩ制御情報のために１ビットのみが利用可能である場合（例えば図８または図９を
参照）、本発明の例示的な一実施形態によると、２つの状態（コンポーネントキャリアの
第１の組合せ、またはコンポーネントキャリアの第２の組合せについて、チャネル品質フ
ィードバックを要求する）の間で切り替える目的に、このビットを使用する。報告するべ
きコンポーネントキャリアの２つの組合せは、例えば、事前に定義しておく（例えば、ユ
ーザ機器が所定の規則または手順に基づいて決定する）、または上位層の制御シグナリン
グ（例えばＲＲＣシグナリング）によって設定することができる。例示的な一実施例にお
いては、第１の組合せは、セットされたＣＱＩ要求フラグを伝えるＵＬ－ＤＣＩが送信さ
れる１つの下りリンクコンポーネントキャリアのみに対応し、第２の組合せは、すべての
利用可能な下りリンクコンポーネントキャリアに対応する。
【０１５８】
　次の表８は、この例示的な実施例についてまとめてある。
【０１５９】
【表８】

【０１６０】
　例示的な一実施例においては、コンポーネントキャリア＃ｎは、セットされたＣＱＩ要
求フラグを有するＵＬ－ＤＣＩを伝えるコンポーネントキャリアの番号によって識別され
る。
【０１６１】
　ＣＱＩ－ＣＩフィールド：２ビット
　ＣＱＩ制御情報をシグナリングするために２ビットが利用可能である場合（例えばホッ
ピングフラグと１つのホッピング設定ビットの組合せを使用するとき）、これは上述した
１ビットの場合の拡張と考えることができ、下りリンクコンポーネントキャリアのさらな
る第３および第４の組合せを示すことができる。要求を含んだＵＬ－ＤＣＩが送信される
下りリンクコンポーネントキャリアをインデックス＃ｎによって識別できるものと想定す
ると、本発明の例示的な一実施形態においては、コンポーネントキャリアの第３の組合せ
は、インデックス＃ｎ＋ｍの下りリンクコンポーネントキャリアに対応し、コンポーネン
トキャリアの第４の組合せは、インデックス＃ｎ＋ｋの下りリンクコンポーネントキャリ
アに対応する。
【０１６２】
　次の表９は、この例示的な実施例についてまとめてある。
【０１６３】
【表９】

【０１６４】
　整数ｋおよびｍは、一般には任意の整数とすることができる。効率を高めるには、ｋは
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ｍに等しくなく、ｋとｍのいずれも０ではないことが有利である。さらには、ｋ＝＋１、
ｍ＝－１に設定することが好ましく、この設定は、コンポーネントキャリア＃ｎに隣接す
るコンポーネントキャリアのチャネル品質を「調べる」目的に、有利に採用することがで
きる。
【０１６５】
　本発明の別の例示的な代替実施形態においては、コンポーネントキャリアの第３の組合
せは、下りリンクコンポーネントキャリア＃ｎおよび＃ｎ＋ｍに対応し、コンポーネント
キャリアの第４の組合せは、下りリンクコンポーネントキャリア＃ｎおよび＃ｎ＋ｋに対
応する（表１０を参照）。
【０１６６】
【表１０】

【０１６７】
　この場合も、整数ｋおよびｍは、一般に任意の整数とすることができる。効率を高める
には、ｋはｍに等しくなく、ｋとｍのいずれも０ではないことが有利である。
【０１６８】
　本発明のさらなる例示的な代替実施形態においては、コンポーネントキャリアの第３の
組合せは、下りリンクコンポーネントキャリア＃ｎ～＃ｎ＋ｍに対応し、コンポーネント
キャリアの第４の組合せは、下りリンクコンポーネントキャリア＃ｎ～＃ｎ＋ｋに対応す
る。数値ｍは、例えば正の整数、数値ｋは負の整数とすることができる（表１１を参照）
。
【０１６９】

【表１１】

【０１７０】
　この実施形態のさらなる拡張においては、＃ｎ＋ｋまたは＃ｎ＋ｍが、利用可能なコン
ポーネントキャリアのインデックスをオーバーフローまたはアンダーフローする場合、利
用可能なインデックス範囲内の数のみが生成されるように、例えばモジュロ関数によって
与えられる「循環ラップアラウンド」を採用する。
【０１７１】
　チャネル品質フィードバックを報告するべきコンポーネントキャリアの組合せをシグナ
リングする目的に２ビットが利用可能である、上述した実施形態のいずれにおいても、ｋ
＝－ｍと設定することで、ある種の対称的な挙動を達成することは、さらに有利であり得
る。
【０１７２】
　ＣＱＩ－ＣＩフィールド：３ビット
　ＣＱＩ制御情報をシグナリングするために３ビットが利用可能である場合（例えばサイ
クリックシフトＤＭＲＳフィールドを使用するとき）、これは上述した２ビットの場合の
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拡張と考えることができ、下りリンクコンポーネントキャリアのさらなる第５～第８の組
合せを示すことができる。２ビットの場合の例示的な実施形態を、必要な変更を加えて、
３ビットの場合に拡張することによって、例えば、コンポーネントキャリア＃ｎ、＃ｎ＋
ｍ１、＃ｎ＋ｍ２、＃ｎ＋ｍ３、＃ｎ＋ｋ１、＃ｎ＋ｋ２、＃ｎ＋ｋ３、またはすべての
利用可能な下りリンクコンポーネントキャリア、のチャネル品質フィードバックを要求す
ることができる。この方式は、複数のコンポーネントキャリアまたはある範囲内のコンポ
ーネントキャリアのチャネル品質フィードバックを要求する目的で、同じように必要な変
更を加えて拡張することができる。次の表１２は、この例示的な実施例についてまとめて
ある。
【０１７３】
【表１２】

【０１７４】
　別の例示的な実施例は、表１０に関連して上に例示的に示した実施例を、３ビットの場
合に拡張することである。
【０１７５】
【表１３】

【０１７６】
　ＣＱＩ－ＣＩフィールド：４ビット（５個のコンポーネントキャリアが利用可能である
とき）
　４ビットが利用可能である場合、コンポーネントキャリアの１６種類の組合せを指定す
ることが可能である。いま、５個の下りリンクコンポーネントキャリア（番号０～４）が
設定されておりユーザ機器によって使用できるものと想定すると、利用可能なコンポーネ
ントキャリアの組合せの総数は３２とおりである。したがって、４個のビットを使用する
場合、コンポーネントキャリアの３２とおりの組合せすべてをシグナリングすることがで
きない。多くのコンポーネントキャリアよりも、少ないコンポーネントキャリアのチャネ
ル品質フィードバックを要求するように指定する必要があるものと想定することができ、
なぜなら、セル中心とセルエッジの間のグレーゾーンで動作しているユーザ機器の場合、
無線条件が一般に好ましい場所を調べるため１個または２個のコンポーネントキャリアの
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チャネル品質を調べる必要がある。したがって、本発明の一実施形態によると、ＣＱＩ－
ＣＩ値およびコンポーネントキャリアの組合せの以下の２つの対応関係のうちの一方を提
案する。
【０１７７】
【表１４】

【０１７８】
　ＵＬ－ＤＣＩ／ＣＱＩ要求を伝えるコンポーネントキャリアを含める
　表８～表１４において、ＣＱＩ制御情報においてシグナリングされる論理値の対応関係
をどのように確立するかの例においては、ユーザ機器がチャネル品質フィードバックを提
供するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアの指示情報は、ＣＱＩ制御情報
として解釈される個別制御情報の中のビットによって示されるものと想定してきた。表９
～表１１の例の場合、報告するべきコンポーネントキャリアの組合せを決定するとき、個
別制御情報（ＵＬ－ＤＣＩ）が受信されたコンポーネントキャリアのインデックス＃ｎが
考慮される、すなわち、報告するべき第１、第２、第３、および第４の組合せのコンポー
ネントキャリアを求めるための基準インデックスとして考慮される。
【０１７９】
　本発明のさらなる一実施形態においては、個別制御情報（ＵＬ－ＤＣＩ）にチャネル品
質フィードバックの要求が含まれている（ＣＱＩ要求フラグがセットされている）コンポ
ーネントキャリアは、つねに報告の対象である。この実施形態の例示的な１つのバリエー
ションにおいては、チャネル品質フィードバックの要求を含んでいる（ＣＱＩ要求フラグ
がセットされている）個別制御情報（ＵＬ－ＤＣＩ）が受信されたコンポーネントキャリ
アにおいてユーザ機器が経験するチャネル品質を、別の１つまたは複数のコンポーネント
キャリアのチャネル品質に加えて、チャネル品質フィードバックに含めるかを、ネットワ
ークが設定する。例えば、基地局装置または中継ノードは、チャネル品質フィードバック
の要求を含んでいる（ＣＱＩ要求フラグがセットされている）個別制御情報（ＵＬ－ＤＣ
Ｉ）が受信される下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル品質の測定値を、デフォ
ルトでチャネル品質フィードバックに含めるか否かを、制御シグナリング（例えばＲＲＣ
シグナリング）を使用して設定することができる。このような方法では、ＣＱＩ制御情報
が要求されるコンポーネントキャリアが１つ少ない。
【０１８０】
　この方式を使用すると、ＣＱＩ制御情報のために２ビットが利用可能であるシナリオの
場合の表１０および表１１の対応関係は、個別制御情報が受信されるコンポーネントキャ
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リアをさらに利用する代替実施形態として考えることができる。チャネル品質フィードバ
ックの要求を含んでいる（ＣＱＩ要求フラグがセットされている）個別制御情報（ＵＬ－
ＤＣＩ）が受信されるコンポーネントキャリアが、フィードバックが要求されるコンポー
ネントキャリアとしてつねに含まれるものとしてさらに設定されている場合、利用可能な
他の任意のコンポーネントキャリアとともにコンポーネントキャリア＃ｎを識別すること
ができる。この例示的な実施例は、ＣＱＩ制御情報をシグナリングするために３ビット以
上が利用可能であるシナリオの場合に、特に有利であり得る。例えば、ＣＱＩ制御情報（
ＣＱＩ－ＣＩ）用に４ビットが利用可能であり、５個のコンポーネントキャリアが利用可
能であるシナリオにおいて、この実施例を採用する場合、チャネル品質フィードバックを
トリガーするＵＬ－ＤＣＩが受信されるコンポーネントキャリアを、チャネル品質フィー
ドバックの対象にデフォルトで含めることによって、ＣＱＩ制御情報によって指定しなけ
ればならないコンポーネントキャリアの数が、５個から４個に減少する。したがって、４
ビットのＣＱＩ制御情報（ＣＱＩ－ＣＩ）によって、４個のコンポーネントキャリアのす
べての組合せを、最も細かい粒度で指定することができる。例えば、一実施例において、
ＣＱＩ－ＣＩ値０は、対応するＵＬ－ＤＣＩを伝えるコンポーネントキャリアのみのチャ
ネル品質フィードバックが要求されることを示すことができ、ＣＱＩ－ＣＩ値１５は、す
べての利用可能な（すなわち５個の）コンポーネントキャリアのＣＱＩ要求を示すことが
できる。
【０１８１】
　ここまでに詳しく説明してきた実施形態のほとんどでは、ＣＱＩ要求ビットは、個別制
御情報に含まれている（１つまたは複数の）他の制御情報フィールドの解釈方法を決める
ためのトリガーであった。本発明の代替実施形態においては、ＣＱＩ要求フラグもＣＱＩ
制御情報に含まれ、したがってＣＱＩ要求フラグは、ユーザ機器からのチャネル品質フィ
ードバック報告をトリガーするという本来の意味を本質的に持たない。例えば、この実施
形態の例示的な一実施例においては、ＣＱＩ要求フラグを例えばホッピングフラグと組み
合わせることができ、これら２つのフラグの組合せがＣＱＩ制御情報である。ＣＱＩ要求
フラグとホッピングフラグとを組み合わせることによって、本質的には、ユーザ機器から
のチャネル品質フィードバックを設定するために使用できる２ビットが得られる。表１５
は、これら２つのフラグの例示的な解釈を示している。
【０１８２】
【表１５】

【０１８３】
　個別制御情報の特定のフィールドを、定義されている元のフォーマットとは異なる方式
で解釈するとき、何らかの機能が「失われる」ことがある。例えば、ＣＱＩ制御情報をシ
グナリングするためにホッピングフラグを使用するとき、このことは、上りリンクにおけ
るホッピングを有効／無効にする目的に個別制御情報をもはや使用できないことを実質的
に意味する。同様に、ＣＱＩ制御情報のためにホッピング設定ビットを使用する例を考え
ると、ホッピングを有効／無効にすることはホッピングフラグによって依然として可能で
あるが、ホッピングの設定を個別制御情報において行うことができない。ＣＱＩ制御情報
をシグナリングするためにサイクリックシフトＤＭＲＳフィールドを使用する場合にも、
同じことがあてはまる。
【０１８４】
　個別制御情報において特定の情報をもはや伝えることができない、これらの例のいずれ
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においても、さらなる一実施形態によると、「失われた」機能は、動的なシグナリングあ
るいは上位層／半静的なシグナリングを使用することによって、維持することができる。
【０１８５】
　例えば、すでに前述したように、ホッピング設定は、例えばＲＲＣシグナリングによっ
て伝えることができる。同様に、上りリンク送信に適用されるデフォルトのサイクリック
シフトは、ＲＲＣシグナリングまたは半静的な設定によっても指定することができ、した
がって、ＣＱＩ制御情報をシグナリングする目的にサイクリックシフトＤＭＲＳフィール
ドが使用される場合、ユーザ機器は、上りリンク送信においてこのデフォルトのサイクリ
ックシフトを使用する。
【０１８６】
　さらには、上の例のほとんどにおいて、端末がチャネル品質フィードバックを提供する
べき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアは、ＣＱＩ制御情報によって、（少な
くともある程度）明示的に示されている。本発明のさらなる例示的な実施形態においては
、端末がチャネル品質フィードバックを提供するべき（１つまたは複数の）コンポーネン
トキャリアは、暗黙的にシグナリングする、または明示的なシグナリングと暗黙的なシグ
ナリングを組み合わせることによって、伝えることができる。例えば、上の表１０および
表１１では、一例として、暗黙的なシグナリング（ＵＬ－ＤＣＩに使用される下りリンク
コンポーネントキャリアがインデックス＃ｎを定義する）と、明示的な（ＣＱＩ制御情報
を含んだＵＬ－ＤＣＩの２つのビットが、表に示した４つのオプションの１つを示す）シ
グナリングとが使用されている。同様に、チャネル品質フィードバックの要求を含んでい
る（ＣＱＩ要求フラグがセットされている）個別制御情報（ＵＬ－ＤＣＩ）が受信される
コンポーネントキャリアが必ず報告の対象である例では、端末がチャネル品質フィードバ
ックを提供するべき（１つまたは複数の）コンポーネントキャリアを示す目的に、暗黙的
なシグナリングと明示的なシグナリングの組合せが使用されていると考えることもできる
。
【０１８７】
　一般的には、ＵＬ－ＤＣＩ、または対応するＰＤＣＣＨは、複数の時間／周波数リソー
スの組合せのうちの１つを使用して受信器に送信されるものと想定することができる。例
えば、ＬＴＥ（リリース８）においては、個別制御情報（ＤＣＩ）を送信するためのリソ
ースおよびパラメータを基地局装置が選択する。このパラメータには、変調方式、符号化
率、アグリゲーションレベルのほか、共通の探索空間またはユーザ機器固有の探索空間に
対応する時間／周波数リソースへのマッピングなどが含まれる。これらの特性の詳細につ
いては、例えば、非特許文献５（第９．３．２．２節、第９．３．２．３節、第９．３．
３．２節、第９．３．４節）（参照によって本文書に組み込まれている）に記載されてい
る。
【０１８８】
　したがって、要求されるコンポーネントキャリアのＣＱＩを、上に挙げたＣＱＩ－ＣＩ
のみならず、対応するＵＬ－ＤＣＩのフォーマットまたは端末の位置にリンクすることが
、さらに可能である。例えば、高いスペクトル効率（例：特定のしきい値以上）が提供さ
れる変調・符号化方式（ＭＣＳ）で送信されるＵＬ－ＤＣＩは、一般にセル中心のユーザ
機器に適用される。したがって、本発明のさらなる一実施形態においては、高い効率のＭ
ＣＳ（例えば特定のしきい値より高い）を使用して送信されるＵＬ－ＤＣＩにおける（セ
ットされたＣＱＩ要求フラグの形での）ＣＱＩトリガーは、すべての利用可能なコンポー
ネントキャリアのチャネル品質フィードバックをトリガーする。逆に、低い効率の変調・
符号化方式（例えば特定のしきい値以下）を使用して送信されるＵＬ－ＤＣＩのＣＱＩト
リガーは、端末からの１つのコンポーネントキャリアのチャネル品質フィードバックをト
リガーする。この１つのコンポーネントキャリアは、例えば、そのＵＬ－ＤＣＩメッセー
ジを伝えるコンポーネントキャリア、または事前に設定されたコンポーネントキャリアの
セットである。あるいは、変調・符号化方式の代わりに、変調・符号化方式の符号化率ま
たは変調方式によって、チャネル品質フィードバックの望ましい内容をシグナリングする
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こともできる。
【０１８９】
　なお、この例示的な実施形態においては、ＵＬ－ＤＣＩの中の制御情報フィールドを、
そのデフォルトの意味とは異なる方式で解釈する必要がないことに留意されたい。しかし
ながら、チャネル品質フィードバックの望ましい内容を特定の変調・符号化方式によって
示すこの代替実施例を、本明細書で説明した別の解決策と組み合わせて使用することも可
能であり、条件が多くなることで柔軟性を高めることができる。例えば、上に挙げた符号
化率の基準をホッピングフラグと組み合わせてＣＱＩ制御情報を形成することができ、結
果として、合計で４つの組合せを、上述した例に従って使用することができる。
【０１９０】
　さらには、変調・符号化方式、またはその符号化率もしくは変調方式のみならず、送信
パラメータ（例えばＰＤＣＣＨ送信電力）、物理リソース要素へのマッピングパターン、
特定のリソースブロックでの送信または特定のコンポーネントキャリア上での送信、ある
いはこれらの組合せと、ＵＬ－ＤＣＩメッセージに適用される他の方法とを使用して、情
報を伝えることにより、要求されるチャネル品質フィードバック（すなわち、利用可能な
コンポーネントキャリアのうちチャネル品質フィードバックを提供するべき異なるコンポ
ーネントキャリア（の組合せ）の指示情報）の柔軟性を拡張することができる。さらには
、ＵＬ－ＤＣＩのためのＣＲＣ列（非特許文献５（第９．３．２．３節「CRC attachment
」）を参照）を、異なるＲＮＴＩを使用してマスクすることができ、したがって、第１の
ＲＮＴＩが選択されたとき、１つのコンポーネントキャリア（例えばユーザ機器がＵＬ－
ＤＣＩを受信するコンポーネントキャリア）のチャネル品質フィードバックがトリガーさ
れることを示し、第２のＲＮＴＩが選択されたとき、すべてのコンポーネントキャリアの
チャネル品質フィードバックがトリガーされることを示す。
【０１９１】
　上述したコンセプトは、端末からアクセスネットワークへのランダムアクセスに適用す
ることもできる。図２１は、ＬＴＥにおけるコンテンションフリーのランダムアクセス手
順を示している（非特許文献３（第６．２節）（参照によって本文書に組み込まれている
）も参照）。基地局装置は、衝突の危険（すなわち複数のユーザ機器が同じプリアンブル
を送信すること）がないように、ランダムアクセスに使用するためのプリアンブルをユー
ザ機器に提供する（２１０１）。したがって、ユーザ機器は、基地局装置によってシグナ
リングされたプリアンブルを、上りリンクのＰＲＡＣＨリソースで送信する（２１０２）
。基地局装置は、ＲＡＣＨプリアンブルを検出すると、プリアンブルが検出された時間－
周波数スロットを識別する（ランダムアクセス）ＲＡ－ＲＮＴＩによってＰＤＣＣＨにお
いてアドレッシングされたＰＤＳＣＨ（物理下りリンク共有チャネル）で、ランダムアク
セス応答（ＲＡＲ）を送信する（２１０３）（ランダムアクセス応答はランダムアクセス
応答グラントと称されることもある）。ランダムアクセス応答自体は、検出されたＲＡＣ
Ｈプリアンブルと、以降の上りリンク送信を同期させるためのタイミングアライメントコ
マンド（ＴＡコマンド）と、スケジューリング制御式の最初（１回目）の送信をユーザ機
器が送信するための初期上りリンクリソース割当て（グラント）と、一時的なセル無線ネ
ットワーク一時識別子（Ｔ－ＣＲＮＴＩ）の割当てとを伝える。このＴ－ＣＲＮＴＩは、
ＲＡＣＨプリアンブルが検出された（１基または複数の）移動端末をアドレッシングする
目的で、ＲＡＣＨ手順が終了するまで基地局装置が使用し、なぜなら、基地局装置はこの
時点では移動端末の「真の」識別情報を認識していないためである。
【０１９２】
　ランダムアクセス応答は、ユーザ機器による１回目の上りリンク送信のための初期上り
リンクリソース割当ても含んでおり、このリソース割当ては、本明細書で説明したＵＬ－
ＤＣＩフォーマット（例えば図４または図１９に示したフォーマット）と同じではない。
しかしながら、初期上りリンクリソース割当ては、特に、ＣＱＩ要求フラグおよびホッピ
ングフラグと、１０ビットの「固定サイズのリソースブロック割当て」も含んでいる。し
たがって、ランダムアクセス時、基地局装置または中継ノードは、最初の送信用の割り当
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する（すなわちランダムアクセス応答の中でＣＱＩ要求フラグをセットする）ことができ
る。コンポーネントキャリアアグリゲーションを使用する通信システム（例えばＬＴＥ－
Ａ（リリース１０））において、図２１に関連して上述したランダムアクセス手順をその
まま使用するとき、ホッピングフラグもしくは「固定サイズのリソースブロック割当て」
（の１つまたは複数のビット）またはその両方を使用して、利用可能な下りリンクコンポ
ーネントキャリアのうち、ユーザ機器が最初の上りリンク送信の中でチャネル品質フィー
ドバックを提供するべきコンポーネントキャリア、をユーザ機器に示すことができる。例
えば、図８および図１０に関連して説明した実施例を、ランダムアクセス応答メッセージ
の内容の、ユーザ機器による解釈に、そのまま適用することができる。
【０１９３】
　本発明の別の実施形態は、上述したさまざまな実施形態をハードウェアおよびソフトウ
ェアを使用して実施することに関する。本発明のさまざまな実施形態は、コンピューティ
ングデバイス（プロセッサ）を使用して実施または実行できることが認識される。コンピ
ューティングデバイスまたはプロセッサは、例えば、汎用プロセッサ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲー
トアレイ（ＦＰＧＡ）、またはその他のプログラマブルロジックデバイスとすることがで
きる。本発明のさまざまな実施形態は、これらのデバイスの組合せによって実行あるいは
具体化することもできる。
【０１９４】
　さらに、本発明のさまざまな実施形態は、ソフトウェアモジュールによって実施するこ
ともでき、これらのソフトウェアモジュールは、プロセッサによって実行される、あるい
はハードウェアにおいて直接実行される。さらに、ソフトウェアモジュールとハードウェ
ア実装とを組み合わせることも可能である。ソフトウェアモジュールは、任意の種類のコ
ンピュータ可読記憶媒体、例えば、ＲＡＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモ
リ、レジスタ、ハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤなどに格納することができる。
【０１９５】
　さらには、本発明のさまざまな実施形態の個々の特徴は、個別に、または任意の組合せ
として、別の発明の主題とすることができることに留意されたい。
【０１９６】
　具体的な実施形態において示した本発明には、広義に記載されている本発明の概念また
は範囲から逸脱することなく膨大なバリエーションもしくは変更形態を創案できることが
、当業者には理解されるであろう。したがって、本発明の実施形態は、あらゆる点におい
て例示を目的としており、本発明を制限するものではない。
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